
1 ―― グローバル化論

《
論　
　

説
》

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論

︱
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
か
︱

古

田

雅

雄

　
　
　

目
次

は
じ
め
に

一　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界

　
（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
予
備
的
考
察

　
（
二
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
功
罪

　
（
三
）
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
事
例

二　

経
済
・
政
治
・
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
各
状
況

　
（
一
）
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況

　
（
二
）
政
治
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況

　
（
三
）
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況

三　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
に
関
す
る
三
つ
の
見
解

　
（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
る
見
解

　
（
二
）
超
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論

　
（
三
）
懐
疑
論



第 22 巻１・２号―― 2

　
（
四
）
変
容
論

　
（
五
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争

四　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
視
点

　
（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
民
国
家

　
（
二
）
変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
バ
ラ
ン
ス　
　

　
（
三
）
地
域
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　
（
四
）「
特
殊
性
」
の
膨
張

五　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
論
点

　
（
一
）
概
念
化

　
（
二
）
因
果
関
係

　
（
三
）
時
代
区
分

　
（
四
）
イ
ン
パ
ク
ト

　
（
五
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
軌
道

六　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
分
析
枠
組
み
の
確
認

　
（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
構
成
要
因

　
（
二
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
八
要
因

　
（
三
）
両
次
元
の
「
効
果
」

七　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
整
理
と
要
約

（
一
）
整
理

（
二
）
要
約

　

む
す
び　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
政
治
共
同
体
の
変
容



3 ―― グローバル化論

は
じ
め
に

第
三
世
界
で
人
口
が
急
増
し
て
い
る
。
二
〇
五
〇
年
に
は
世
界
人
口
は
一
〇
〇
億
人
と
な
り
、
そ
の
う
ち
九
五
％
は
途
上
国
に
集
中

す
る
。
人
口
爆
発
は
水
、
食
料
の
不
足
を
生
じ
、
ま
た
森
林
の
伐
採
は
地
球
の
生
態
系
に
影
響
す
る
。
人
口
増
加
は
途
上
国
の
経
済
を

圧
迫
し
、
人
々
は
豊
か
な
経
済
地
域
へ
の
移
動
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
先
進
国
に
は
放
置
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
今
後
の

環
境
・
貧
困
・
経
済
開
発
な
ど
を
ど
う
扱
う
か
は
、
地
球
規
模
の
難
問
で
あ
る
。
大
国
の
論
理
が
優
先
し
た
冷
戦
時
代
と
異
な
り
、
冷

戦
後
の
今
日
で
は
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
た
諸
問
題
が
世
界
に
影
響
を
及
ぼ
す
。
こ
の
新
潮
流
は
、
こ
れ
ま
で
の
国
家
体
制
、

国
家
間
の
関
係
で
は
す
ぐ
に
は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
か
つ
て
の
課
題
が
解
決
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
相
変
わ
ら

ず
軍
事
的
視
点
か
ら
、
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ロ
シ
ア
、
中
国
な
ど
の
国
家
単
位
で
国
際
関
係
は
扱
わ
れ
る
。

イ
ン
ド
や
中
国
の
新
勢
力
は
国
力
を
充
実
さ
せ
、
従
来
の
国
民
国
家
の
論
理
（
特
に
「
力
の
論
理
」）
を
振
り
か
ざ
し
な
が
ら
国
際
舞

台
に
登
場
し
て
い
る
。
例
え
ば
湾
岸
戦
争
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
、
イ
ラ
ク
戦
争
な
ど
は
、
軍
事
大
国
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
、

私
た
ち
に
再
確
認
さ
せ
た
。
ま
た
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
セ
ル
ビ
ア
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
武
力
の
担
保
を
放
棄

で
き
な
か
っ
た
［
古
田
、
二
〇
〇
六
年
参
照
］。

た
だ
、
冷
戦
後
の
国
際
状
況
を
考
え
る
場
合
、
新
し
い
課
題
が
急
速
に
台
頭
し
、
か
つ
旧
来
の
課
題
と
重
な
っ
た
形
で
、
同
時
進
行

す
る
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
Ｐ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
述
べ
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト
レ
ン
ド
」
が
急
速
に
世
界
中
に
普
及
し
て
き
て
い
る
。

こ
れ
は
地
域
・
特
定
文
化
だ
け
で
な
く
、
従
来
の
単
位
を
構
成
し
て
い
た
国
境
を
越
え
て
、
あ
ら
ゆ
る
よ
り
広
い
範
囲
に
浸
透
し
て
い

る
。
こ
の
状
況
に
国
民
国
家
は
対
処
で
き
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
［
ケ
ネ
デ
ィ
、
一
九
九
三
年
］。

二
〇
世
紀
後
半
、
Ｍ
・
マ
ク
レ
ラ
ン
は
現
代
の
世
界
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
と
呼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
世
界
を
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ひ
と
つ
の
村
に
例
え
て
、
世
界
が
ひ
と
つ
の
「
運
命
共
同
体
」
で
あ
る
こ
と
と
見
な
す
際
に
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
現
象
は
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
（globalization

、
以
下
グ
ロ
ー
バ
ル
化
）
に
伴
う
現
象
を
表
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
国
内
外
の
諸
関
係
と

そ
の
相
互
作
用
の
理
解
へ
の
変
更
を
私
た
ち
に
迫
る
こ
と
で
も
あ
る
。
従
来
の
国
際
関
係
へ
の
見
方
は
国
家
を
中
心
に
考
察
さ
れ
て
き

た
。
国
家
は
政
治
、
経
済
、
文
化
の
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
ア
ク
タ
ー
と
見
な
さ
れ
、
政
府
活
動
が
国
家
レ
ベ
ル
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
を
当
然
視
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
味
は
、国
内
政
治
と
国
際
政
治
に
は
明
確
な
区
別
が
存
在
し
た
こ
と
に
あ
る
。
し
か
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
ま
す
ま
す
国
内
と
国
外
と
の
間
の
区
別
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
。
超
国
家
的
な
集
団
、
組
織
、
機
構
の
増

加
は
、
ひ
と
つ
に
な
っ
た
「
世
界
社
会
（w

orld society

）」
に
近
づ
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
の
一
方
で
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
パ
ラ
ド
ッ
グ
ス
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
々
や
各
国
政
府
が
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問

題
解
決
の
た
め
グ
ロ
ー
バ
ル
な
制
度
を
欲
し
て
い
る
が
、
世
界
政
府
を
望
ん
だ
り
、
実
現
可
能
だ
と
考
え
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る

［Slaughter, 2004, 8

］。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
議
論
は
様
々
に
あ
る
と
は
い
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
関
わ
る
現
象
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に
つ
い
て
の
説
明
を
必
要
と
す
る
［
伊
豫
谷
、
二
〇
〇
年
参
照
］。
本
論
に
お
い
て
、「
グ
ロ
ー
バ

ル
化
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
を
考
え
て
お
き
た
い
。
同
時
に
二
一
世
紀
に
入
っ
て
、
世
界
は
急
速
に
変
化
、
そ
し
て
劇
的
な
形

を
経
験
し
て
い
る
と
誰
も
が
感
じ
取
っ
て
い
る
。
様
々
な
変
化
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
と
結
び
つ
い
て
い
る
、
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
変
化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
用
語
に
表
さ
れ
て
よ
い
か
は
ま
だ
留
保
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
、
世
界
規
模
で
の
変
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
説
明
さ
れ
て
い
る
［H

eld, 2000, 6

］。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
国
民
国
家
に
ど
の

よ
う
に
作
用
し
て
い
る
か
と
い
う
回
答
も
言
及
し
て
お
く
こ
と
に
も
な
る
（１）
。
そ
の
疑
問
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

①　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
？　

そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
る
べ
き
か
？
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②　

こ
れ
ま
で
の
時
代
と
の
関
係
で
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ど
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
か
？

③ 　

個
々
の
政
治
共
同
体
と
の
関
係
で
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
何
で
あ
り
、
特
に
近
代
国
民
国
家
の
主
権
と
自
治
へ

の
イ
ン
パ
ク
ト
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
？

④  

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新
た
な
不
平
等
と
階
層
化
、
言
い
換
え
れ
ば
新
し
い
勝
者
と
敗
者
の
パ
タ
ー
ン
を
創
造
す
る
の
か
？

　

も
ち
ろ
ん
、
そ
の
変
化
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
用
語
に
表
さ
れ
て
よ
い
か
は
ま
だ
留
保
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
世

界
規
模
で
の
変
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
本
論
で
は
そ
の
よ
う
な
認
識
に
立
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
論
じ
て
お
き
た

い
［H

eld, 2000, 6
］
。

一　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界

（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
予
備
的
考
察

ま
ず
、
大
雑
把
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
認
識
か
ら
始
め
て
お
こ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、「
私
た
ち
の
生
活
が
私
た
ち
と
は
遠
く
離
れ

た
場
所
で
な
さ
れ
る
決
定
で
生
じ
る
出
来
事
に
よ
っ
て
、
次
第
に
実
際
の
生
活
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
、
複
雑
で
内
部
に
入

り
組
ん
だ
関
係
」
の
出
現
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、「
大
陸
間
や
地
域
間
の
移
動
（flow

）、
活
動
、
相
互
作
用
、
権
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
表
現
さ
れ
る
の
で
、
社
会
関
係
や
交
流
（transaction
）
の
空
間
に
お
け
る
変
化
を
具
体
化
す
る
過
程
（
ま
た
は
諸
過
程
の
組
み

合
わ
せ
）」、
で
も
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
次
の
四
つ
の
変
動
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
［H

eld and M
cGrew

, 2001, 324

］。

①　

国
境
、
地
域
、
大
陸
と
い
う
地
理
的
概
念
を
超
え
て
、
経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
な
活
動
が
拡
張
す
る
。

②　

貿
易
、
投
資
、
金
融
、
移
民
、
文
化
の
高
集
中
化
と
大
規
模
化
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。

③　

 

運
輸
・
通
信
手
段
の
シ
ス
テ
ム
が
思
想
、
商
品
、
情
報
、
資
本
、
人
々
の
拡
散
の
速
度
を
増
す
働
き
を
す
る
の
で
、
地
球
規
模
の
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相
互
作
用
と
そ
の
過
程
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
。

④　
 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
作
用
の
拡
張
、
集
中
、
速
度
の
増
加
が
深
化
し
、
そ
れ
ら
が
こ
れ
ま
で
当

然
視
さ
れ
た
秩
序
に
衝
撃
を
与
え
る
。
遠
距
離
で
あ
っ
た
出
来
事
が
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
短
時
間

で
効
果
を
も
た
ら
す
。
す
な
わ
ち
、
特
定
の
ロ
ー
カ
ル
な
事
象
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
結
果
を
も
た

ら
す
よ
う
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
徴
は
、
地
理
的
条
件
が
そ
の
有
効
性
を
低
下
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
国

民
国
家
間
を
分
け
隔
て
き
た
国
境
（
線
）
の
持
つ
意
味
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
現
象
は
「
世
帯
」「
ロ
ー
カ
ル
」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
従
属
さ
せ
る
こ
と
で
は
な
い
。

む
し
ろ
、図
１
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
は
「
ロ
ー
カ
ル
」「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」「
グ

ロ
ー
バ
ル
」
の
出
来
事
が
持
続
的
、
相
互
的
に
作
用
す
る
の
で
、
経
済
、
政
治
、
文
化
の
各
過
程
の

拡
大
と
深
化
を
い
っ
そ
う
増
す
こ
と
を
意
味
す
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
」
と
い
う
用
語
は
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
複
雑
、
多
次
元
的
な
変
動
が
地
球
規
模
の
現
象
と
し
て
注
目
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る

［H
eyw

ood, 1997, 143-149;H
eyw

ood, 2000, 243-244

］。
そ
の
注
目
点
は
主
に
四
つ
あ
る
。
第

一
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依
存
は
超
大
国
間
の
競
争
の
結
果
の
ひ
と
つ
を
特
徴
づ
け
て
い
る
。
第
二

に
国
際
貿
易
の
拡
大
と
現
代
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
性
格
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
生
み

出
し
た
。
第
三
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
技
術
革
新
に
よ
っ
て
加
速
化
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
あ
ら
ゆ
る

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　グローバル
　　　　　　　　　　　　↗　↙　　　　　↓　↑　　　　↘　↖
　　　　　　　　　ナショナル　→　←　ナショナル　→　←　　ナショナル
　　　　　　↙　↗　　↓　↑　　　　　　↓　　↑　　　　　　　　　↘↖　
　　　　ローカル　→　　　←　ローカル　→　　←　ローカル　→　←　　ローカル
　　　↙　↗　　　　　　　↓　↑　　　　　↓　↑　　　　　↓　↑　　　　↖　↘　
　　　世帯　　　　　　　　　世帯　　　　　　世帯　　　　　世帯　　　　　　世帯
　
　出典、Heywood, 2007, 143 を修正

図１：グローバルな相互依存関係



7 ―― グローバル化論

分
野
に
影
響
し
て
い
る
。
第
四
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
政
治
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
次
元
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
ひ
と
つ
の
側
面
は
欧
米
型
自

由
民
主
主
義
の
価
値
を
拡
大
す
る
点
に
見
ら
れ
る
。
ま
た
同
時
に
、
超
民
族
的
な
イ
ス
ラ
ム
教
や
超
国
家
的
な
環
境
保
護
思
想
の
成
長

も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
国
家
そ
の
も
の
の
存
在
へ
の
影
響
と
国
内
政
治
へ
の
衝
撃
の
意
味
に
焦
点
を
当
て
る
。
あ
る
議

論
に
よ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
「
政
治
の
死
」
と
「
国
家
の
消
滅
」
を
意
味
す
る
、
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
内
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル

経
済
に
飲
み
込
ま
れ
て
き
た
な
ら
、
情
報
や
文
化
の
交
流
が
現
在
、
日
常
に
お
い
て
は
超
国
家
的
で
あ
る
な
ら
、
国
家
は
お
そ
ら
く
時

代
遅
れ
の
存
在
で
あ
る
。

別
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
国
家
は
現
在
の
世
界
の
動
き
に
は
不
適
切
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
機
能
の
変
化
を
必
要
と
す
る
よ
う

に
な
っ
た
だ
け
だ
、
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
競
争
国
家
を
促
進
す
る
。

国
家
の
役
割
は
、
超
国
家
的
競
争
の
文
脈
に
お
い
て
、
国
家
の
繁
栄
の
た
め
に
新
た
な
戦
略
を
発
展
さ
せ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
要
す

る
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
規
模
の
相
互
連
関
性
の
拡
張
、
集
中
、
速
度
、
衝
撃
と
見
な
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
説
明
だ
け
で

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
そ
の
も
の
が
明
確
に
な
っ
た
と
は
言
え
な
い
。
結
局
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
」、
そ
れ
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

は
根
拠
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
議
論
を
ま
ず
踏
ま
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
国
家
内
で
起
こ
っ
た
出
来
事
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
関
心
事
と
な
り
、
外
部
か
ら
の
介
入
が
行
使
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
注
意
す
べ

き
は
、
通
常
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
経
済
現
象
と
み
な
さ
れ
や
す
い
が
、
政
治
や
文
化
の
内
容
が
絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
社

会
的
・
経
済
的
関
係
が
あ
る
特
定
の
地
理
的
空
間
を
超
え
て
い
る
し
、
国
境
を
横
断
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
的
・
社
会
的
慣
行
や
文

化
現
象
が
相
互
に
浸
透
し
て
い
る
。
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
考
え
ら
れ
る
現
象
を
列
挙
し
て
お
こ
う ［Cochrane and Pain, 2000, 

25-30

］。
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①
世
界
経
済
の
統
合
と
連
携
の
強
化

　

・
貿
易
の
発
展
：
貿
易
と
投
資
の
フ
ロ
ー
が
世
界
規
模
に
拡
大

　

・
国
家
間
や
大
陸
間
の
貿
易
と
交
換
レ
ベ
ル
と
量
の
増
加

　

・
直
接
投
資
を
含
む
資
本
の
国
際
的
流
動
化
の
躍
進

　

・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
市
場
が
出
現
し
複
雑
化

　

・
多
国
籍
企
業
が
世
界
経
済
に
占
め
る
割
合
の
上
昇

　

・
世
界
市
場
で
調
達
・
販
売
を
行
う
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
発
達

　

・
航
空
と
海
運
の
航
路
増
大
に
よ
る
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達

　

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
通
信
回
線
・
衛
星
な
ど
の
技
術
を
使
っ
て
情
報
デ
ー
タ
の
流
れ
の
伸
張

　

・
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
と
ロ
ー
カ
ル
な
市
場
と
の
一
体
化
の
進
展

　

・
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
よ
る
通
貨
切
り
下
げ
や
福
祉
支
出
削
減
へ
の
圧
力

②
政
治
主
体
の
多
様
化

　

・ 

世
界
貿
易
機
関
（
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）
な
ど
国
際
的
組
織
の
国
際
的
取
り
決
め
を
通
じ
て
、
国
家
に
よ
る
支
配
権
と
国
境
管
理
（
の
意
味
）

の
低
下

　

・ 

新
し
い
形
態
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
生
成
（
例
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
Ｅ
Ｕ
、
国
連
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
）
と
そ
の
役
割

の
増
加
。

　

・ 

非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
の
増
大
と
そ
の
持
つ
権
限
増
加
、
そ
れ
と
の
関
連
で
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社

会
の
成
立
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・
特
定
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
世
界
規
模
の
拡
大

③
異
文
化
交
流
の
機
会
増

　

・
増
え
る
国
際
的
な
文
化
や
情
報
の
交
換
、
交
流
、
地
球
上
を
交
差
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
シ
ス
テ
ム
化

　

・
文
化
の
同
一
化
・
均
質
化
、
融
合
化
、
ま
た
は
「
ア
メ
リ
カ
化
（A

m
ericanization

）」
を
通
じ
て
文
化
差
異
の
減
少

　

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
世
界
的
普
及

　

・
伝
統
文
化
と
外
来
の
文
化
の
ロ
ー
カ
ル
な
場
で
の
共
存

　

・
活
発
化
す
る
海
外
旅
行
・
観
光
、
人
の
移
動

　

・
移
民
や
、
様
々
な
異
国
に
住
む
（
か
つ
て
は
祖
国
に
居
住
し
た
）
移
住
者
間
の
結
び
つ
き
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

④
社
会
問
題
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

　

・
不
法
入
国
者
を
含
む
移
住
者
の
増
加
、
そ
れ
に
よ
る
影
響

　

・
疫
病
・
感
染
症
の
世
界
的
流
行

　

・
地
球
全
体
の
環
境
悪
化
、
天
然
資
源
枯
渇
の
問
題

　

・
紛
争
へ
の
世
界
的
関
心
・
関
与

要
約
す
る
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
多
次
元
的
過
程
で
あ
り
、
複
雑
で
重
層
的
な
地
理
状
況
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
方
で
多
国
籍
企

業
数
、
移
民
人
口
数
、
市
場
占
有
率
な
ど
量
的
に
測
り
う
る
が
、
他
方
で
社
会
的
格
差
・
不
平
等
や
文
化
の
移
転
や
影
響
な
ど
量
的
に

測
定
が
容
易
で
な
い
場
合
も
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、政
治
的
、経
済
的
、文
化
的
な
連
関
が
従
来
の
国
家
や
地
域
な
ど
の
境
界
を
越
え
て
、地
球
規
模
に
拡
大
し
、様
々

な
変
化
を
生
み
出
す
現
象
で
あ
る
。こ
の
現
象
が
よ
り
い
っ
そ
う
広
ま
っ
た
時
期
は
米
ソ
冷
戦
が
終
結
し
た
一
九
八
九
年
以
降
で
あ
る
。
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こ
の
用
語
は
、
様
々
な
活
動
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
。
例
え
ば
様
々
な
地
域
を
結
合
す
る
要
素
間
の
関
係
が
増
す
事
態
（
例
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
地
球
規
模
化
）
な
ど
、世
界
の
多
種
多
様
な
部
分
の
緊
密
な
つ
な
が
り
を
意
味
す
る
場
合
も
あ
る
［H

eyw
ood, 2005, 143-149 

］。

経
済
面
で
は
、「
運
輸
と
通
信
技
術
の
爆
発
的
な
発
展
や
、
冷
戦
終
結
後
の
自
由
貿
易
の
拡
大
に
よ
っ
て
、
文
化
と
経
済
の
国
境
に

と
ら
わ
れ
な
い
貿
易
が
促
進
す
る
事
態
」
も
指
す
よ
う
に
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
負
の
側
面
、
例
え
ば
工
業
や
農
業
と
い
っ
た

産
業
が
世
界
規
模
で
の
競
争
（
メ
ガ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
）、
多
国
籍
企
業
に
よ
る
搾
取
の
拡
大
、
そ
れ
に
と
も
な
う
国
内
産
業
の
衰

退
と
プ
レ
カ
リ
ア
ー
ト
の
世
界
的
増
大
と
い
う
事
態
を
指
す
場
合
も
あ
る
。
そ
の
点
で
、
最
近
で
は
否
定
的
な
用
語
と
し
て
用
い
ら
れ

る
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
一
九
八
九
年
以
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
内
在
す
る
「
負
の
現
象
」
を
非
難
す
る
人
々
は
、
主
要
国
首
脳

会
議
の
開
催
地
な
ど
で
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
訴
え
て
い
る
［H

eld, 2005;

］。
ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
多
国
籍
企
業
を
利
し
て
末
端

の
労
働
者
を
害
す
る
現
象
だ
と
考
え
る
人
々
は
、
こ
れ
を
「
ア
メ
リ
カ
化
」
と
非
難
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
［Berndtson, 2000, 

155-169 

］。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
「
国
際
化
（internationalization

）」
と
い
う
両
概
念
は
、
そ
の
意
味
す
る
範
囲
と
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
地
球
規
模
で
生
じ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
国
際
化
は
国
家
間
で
生
じ
る
現
象
で
あ
り
、
両
概
念
は
国
境
の
存

在
の
有
無
と
い
う
点
で
区
別
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
際
化
よ
り
範
囲
は
広
く
な
る
。

（
二
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
功
罪

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
現
象
は
多
く
あ
る
が
、
近
年
で
は
三
つ
の
場
合
が
あ
る
。
第
一
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
地

球
規
模
化
し
た
現
象
、
第
二
に
世
界
恐
慌
中
の
一
九
三
〇
年
代
前
半
に
失
わ
れ
た
が
、
現
在
復
活
し
て
い
る
現
象
、
第
三
に
冷
戦
終
結

後
の
一
九
九
〇
年
代
に
地
球
規
模
化
し
た
現
象
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現
象
に
は
、
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情
報
の
地
球
規
模
の
流
通
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化
が
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
科
学
技
術
、
組
織
、
法
体
系
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
発
展
は
こ
れ
ら
の
流
通
化
を
促
す
の
に
貢
献

し
て
き
た
。
一
方
で
、
様
々
な
社
会
問
題
が
国
家
を
超
越
し
、
一
国
で
は
解
決
で
き
な
い
現
実
も
増
加
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
賛
同
し
推
進
し
よ
う
と
す
る
意
見
も
あ
る
一
方
、
そ
れ
へ
の
批
判
も
根
強
く
、
様
々
な

分
野
に
お
い
て
そ
の
功
罪
が
議
論
さ
れ
て
い
る
［
ジ
ョ
ー
ジ
、
二
〇
〇
二
年
参
照
］。
二
一
世
紀
初
め
に
ダ
ボ
ス
会
議
に
お
い
て
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
関
し
て
二
つ
の
対
立
す
る
見
解
が
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
ア
メ
リ
カ
政
府
は
常
に
世
界
各
国
が
経
済
的
に
結
び
つ
き
を
強
め
る
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
。
途
上
国
に
海
外
か
ら
資

金
が
流
入
し
、
国
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な
る
。
こ
れ
が
本
当
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
」、
と
ア
メ
リ
カ
の
パ
ウ
エ
ル
国
務
長
官
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
擁
護
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
立
場
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
推
進
論
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
途
上
国
か
ら
の
反

発
が
あ
る
。「
途
上
国
へ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
衝
撃
の
大
き
さ
は
先
進
国
と
較
べ
ら
れ
な
い
。不
況
に
な
れ
ば
、大
量
の
失
業
者
を
生
む
」、

と
イ
ン
ド
の
シ
ン
財
務
相
は
窮
状
を
述
べ
る
。
冷
戦
後
の
市
場
経
済
の
新
参
者
で
あ
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ワ
シ
ニ
フ
ス
キ
ー
大
統
領
は

「
わ
が
国
の
経
済
は
凄
ま
じ
い
ス
ピ
ー
ド
で
世
界
経
済
の
影
響
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
経
済
に
与
え

た
影
響
が
い
つ
飛
び
火
し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
不
安
を
訴
え
た
。

二
つ
の
問
題
が
あ
る
。
第
一
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
功
罪
で
あ
り
、
第
二
は
貧
困
問
題
の
解
決
策
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
メ
リ

ッ
ト
を
も
た
ら
す
が
、
問
題
も
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
ど
こ
ろ
か
貧
困
問
題
が
も
っ
と
露
骨
な
形
に
な
っ
て
い

る
点
が
あ
る
。
後
者
は
経
済
問
題
だ
け
で
な
く
、
政
治
や
文
化
の
問
題
で
も
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
末
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
意
識

調
査
が
二
五
ケ
国
で
実
施
さ
れ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
肯
定
す
る
人
々
は
経
済
が
好
調
な
国
々
の
国
民
で
あ
り
、
否
定
的
な
人
々
は
そ

の
恩
恵
に
浴
し
て
い
な
い
国
民
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
出
来
・
不
出
来
が
反
映
し
た
数
字
と
な
っ
た
（２）
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
東
西
冷
戦
後
の
世
界
各
国
が
市
場
経
済
に
参
加
、
競
争
す
る
、
と
同
時
に
近
年
に
は
金
融
の
肥
大
化
を
引
き
起
こ
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し
て
い
る
。
二
一
世
紀
初
頭
、
世
界
貿
易
は
一
日
に
一
八
〇
億
ド
ル
で
あ
る
が
、
金
融
取
引
（
為
替
取
引
）
は
そ
の
一
〇
〇
倍
以
上
で

あ
る
。
そ
の
事
態
は
実
体
経
済
と
か
け
離
れ
て
い
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
間
を
行
き
交
う
、
新
し
い
金
融
経
済
が
誕
生
し
た
。
し
か
し

最
近
で
は
、
ア
メ
リ
カ
だ
け
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
恩
恵
に
浴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
疑
念
も
現
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
現
象

を
反
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
立
場
の
人
々
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ア
メ
リ
カ
化
で
し
か
な
い
で
は
な
い
か
、
と
非
難
す
る
。

一
人
あ
た
り
の
国
民
総
所
得
を
一
九
七
〇
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年
ま
で
の
期
間
を
取
り
上
げ
る
と
、
ア
フ
リ
カ
、
南
ア
ジ
ア
の
低
所

得
国
は
低
い
ま
ま
で
変
化
し
て
い
な
い
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
タ
イ
な
ど
の
中
所
得
国
は
一
九
八
〇
年
代
半
ば
か
ら
所
得
が
上
昇
し
た

が
、
一
九
九
〇
年
代
か
ら
横
ば
い
状
態
と
な
っ
た
。
先
進
国
な
ど
の
高
所
得
国
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
て
お
り
、
低
所
得
国
と
の
格
差
は

二
〇
〇
〇
年
に
は
六
五
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
を
世
界
の
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
は
途
上
国
の
貧
困
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
不

即
不
離
と
捉
え
、先
進
国
や
多
国
籍
企
業
を
批
判
す
る
運
動
を
展
開
し
て
い
る
［
ス
テ
ィ
ン
グ
リ
ッ
ツ
、二
〇
〇
二
，二
〇
〇
六
参
照
］。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
賛
否
を
以
下
に
要
約
し
て
お
こ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
を
肯
定
す
る
意
見
と
し
て
以
下
の
点
が
あ
る
。

① 

国
際
的
分
業
は
最
適
の
国
・
場
所
に
お
い
て
生
産
活
動
が
行
わ
れ
る
た
め
、
よ
り
効
率
的
な
、
低
コ
ス
ト
で
の
生
産
を
可
能
と
し
、

物
価
が
下
が
る
。

② 

投
資
活
動
に
お
い
て
多
く
の
選
択
肢
か
ら
最
良
と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
択
で
き
、
各
企
業
・
個
人
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
効
率
的
な

投
資
が
可
能
と
な
る
。

③ 

世
界
の
様
々
な
物
資
、
人
材
、
知
識
、
技
術
な
ど
を
活
用
で
き
る
た
め
、
科
学
や
技
術
、
文
化
な
ど
が
よ
り
発
展
す
る
。
個
人
が

そ
れ
ら
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

④ 

各
個
人
が
よ
り
幅
広
い
自
由
な
選
択
（
例
、
居
住
場
所
、
職
場
、
職
種
な
ど
の
決
定
か
ら
観
光
旅
行
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど
の
娯
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楽
活
動
に
至
る
ま
で
）
を
可
能
に
す
る
。

⑤
各
国
民
が
密
接
に
結
び
つ
く
こ
と
で
、
戦
争
、
紛
争
、
対
立
が
抑
制
さ
れ
る
。

⑥ 
環
境
問
題
や
不
況
・
貧
困
・
金
融
危
機
な
ど
の
経
済
活
動
、
人
権
問
題
な
ど
の
解
決
に
は
、
国
際
的
な
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
こ
れ
ら
に
対
す
る
関
心
を
高
め
、
各
国
に
協
力
、
問
題
の
解
決
を
促
す
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
批
判
的
な
意
見
と
し
て
以
下
の
点
が
あ
る
。

① 

安
価
な
輸
入
品
の
増
加
や
多
国
籍
企
業
の
進
出
な
ど
で
競
争
が
激
化
す
る
と
、
競
争
に
負
け
た
国
内
産
業
は
衰
退
し
、
労
働
者
の

賃
金
低
下
や
失
業
が
起
こ
り
、
経
済
的
、
社
会
的
な
不
安
定
が
生
じ
る
。
さ
ら
に
世
界
規
模
・
国
内
規
模
の
経
済
危
機
を
加
速
さ

せ
る
。

②
短
期
間
の
投
機
資
金
の
流
入
・
流
出
に
よ
っ
て
為
替
市
場
や
株
式
市
場
が
混
乱
し
、
経
済
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
。

③
外
資
系
企
業
の
進
出
や
、
国
外
の
投
資
家
に
よ
る
投
資
に
よ
っ
て
国
内
で
得
ら
れ
た
利
益
が
国
外
へ
と
流
出
す
る
。

④
国
家
が
中
央
集
権
体
制
を
採
用
し
て
も
そ
の
意
味
が
低
下
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
強
国
の
論
理
の
み
が
支
配
的
と
な
る
。

⑤
他
国
の
文
化
（
と
り
わ
け
ア
メ
リ
カ
化
）
の
浸
透
に
よ
っ
て
自
国
の
文
化
や
伝
統
的
な
社
会
制
度
が
破
壊
さ
れ
る
。

⑥ 

激
し
い
競
争
の
中
で
企
業
誘
致
を
行
う
た
め
、
労
働
基
準
や
環
境
保
護
の
基
準
が
緩
め
ら
れ
、
ま
た
社
会
福
祉
や
環
境
保
全
の
悪

化
を
招
く
よ
う
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
功
罪
の
要
点
を
整
理
す
る
と
、
上
記
の
よ
う
な
内
容
と
な
る
。
た
だ
、
賛
否
に
関
し
て
は
そ
の
論
者
の
立

場
が
色
濃
く
反
映
し
て
い
る
点
は
否
定
で
き
な
い
。
こ
こ
で
論
ず
べ
き
は
よ
り
客
観
的
に
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
」、
そ
れ
に
そ
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れ
が
も
た
ら
す
帰
結
を
探
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
の「
光
と
影
」を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
事
例
か
ら
見
て
お
こ
う
。

（
三
）
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
事
例

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
中
所
得
国
の
中
で
懸
念
さ
れ
た
国
で
あ
る
。
二
〇
〇
一
年
一
二
月
に
経
済
危
機
に
陥
り
、
債
務
不
履
行
が
起
こ
っ

た
。
一
九
九
〇
年
代
に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
の
こ
と
で
経
済
繁
栄
を
謳
歌
し
た
。
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
持
つ
「
光
と
陰
」
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
八
九
年
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
踏

み
切
っ
た
。
当
時
、
長
年
の
経
済
停
滞
の
た
め
、
外
国
か
ら
借
金
が
膨
ら
み
、
国
家
は
破
産
状
態
で
あ
っ
た
。
激
し
い
イ
ン
フ
レ
、
暴

動
が
頻
発
し
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府
が
す
ぐ
に
支
援
策
を
実
施
し
た
。
同
政
府
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
貸
与
し
た
巨
額
資
金
の
一
部
を
帳
消

し
に
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
再
建
は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
の
指
導
で
行
わ
れ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
使
命
は
途
上
国
に
金
融
支
援
を
実
行
す
る

こ
と
で
経
済
危
機
を
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
政
策
に
は
、
最
大
出
資
国
の
主
張
が
投
影
す
る
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
経
済
支
援
の
代
償
に

徹
底
し
た
市
場
原
理
の
導
入
を
求
め
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
経
済
改
革
の
第
一
の
柱
は
国
営
企
業
の
民
営
化
で
あ
る
。
最
大
の
課
題
は

従
業
員
五
万
人
を
抱
え
る
石
油
公
社
の
民
営
化
で
あ
っ
た
。
経
営
を
効
率
化
し
、
政
府
株
を
海
外
の
投
資
家
に
売
却
す
る
。
し
か
し
、

石
油
公
社
に
は
そ
の
よ
う
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
ア
メ
リ
カ
の
大
手
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
（
ア
ー
サ
ー
・
Ｄ
・
リ

ト
ル
）
に
依
頼
し
、
ア
メ
リ
カ
流
の
経
営
手
法
を
導
入
し
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
経
済
改
革
の
も
う
ひ
と
つ
の
柱
は
、
外
国
か
ら
の
資
金
導
入
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
、
政
府
は
一
ペ
ソ
を
一
ド

ル
と
固
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
海
外
の
投
資
家
は
リ
ス
ク
が
な
く
な
っ
た
と
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
投
資
す
る
よ
う
に
な
る
。
政

府
は
石
油
公
社
株
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
証
券
取
引
所
に
上
場
し
、
総
額
四
〇
〇
〇
億
円
の
資
金
を
調
達
で
き
た
。
こ
の
と
き
石
油
公
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社
株
を
大
量
に
購
入
し
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
ル
街
の
大
手
銀
行
や
ヘ
ッ
ジ
フ
ァ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は
、

一
九
九
八
年
以
降
、巨
額
の
資
金
が
流
入
し
た
。
そ
れ
は
一
九
九
七
年
に
は
九
〇
億
ド
ル
と
国
家
財
政
の
五
分
の
一
に
ま
で
に
な
っ
た
。

政
府
は
ま
ず
こ
の
資
金
を
外
国
か
ら
の
借
金
に
充
て
た
。そ
の
た
め
、設
備
投
資
ま
で
資
金
が
回
ら
ず
、産
業
基
盤
は
充
実
し
な
か
っ
た
。

経
済
繁
栄
後
、二
〇
〇
一
年
に
経
済
成
長
率
は
一
挙
に
落
ち
込
み
マ
イ
ナ
ス
四
％
に
ま
で
悪
化
し
た
。
失
業
率
は
二
〇
％
を
超
え
た
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
民
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
利
益
を
得
た
の
は
外
資
系
企
業
だ
け
と
認
識
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
象
徴
と
し
て
ア
メ
リ

カ
系
企
業
に
怒
り
を
ぶ
つ
け
た
。

一
九
九
七
年
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
同
じ
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
推
進
し
て
い
た
国
々
で
異
変
が
生
じ
た
。
タ
イ
で
経
済
危
機
が
発
生
し
、

瞬
く
間
に
ア
ジ
ア
諸
国
に
拡
大
し
、
混
乱
は
ロ
シ
ア
に
飛
び
火
し
、
一
九
九
九
年
に
は
ブ
ラ
ジ
ル
に
ま
で
及
ん
だ
。
ブ
ラ
ジ
ル
政
府
は

通
貨
を
一
レ
ア
ル
＝
一
ド
ル
を
一
気
に
〇
・
五
ド
ル
に
ま
で
切
り
下
げ
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
一
方
、
外
資
を
逃
し
た
く
な
い
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
は
、
レ
ア
ル
が
ペ
ソ
に
比
べ
大
幅
安
に
な
っ
て
も
一
ペ
ソ
＝
一
ド
ル
を
維
持
し
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
は
割
安
に
な
っ
た
ブ
ラ

ジ
ル
製
品
が
流
入
し
、
輸
入
品
が
国
産
品
を
駆
逐
し
て
い
っ
た
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
競
争
に
負
け
た
企
業
が
次
々
と
倒
産
し
た
。

特
に
、
九
〇
％
を
占
め
る
中
小
企
業
へ
の
打
撃
は
深
刻
で
あ
っ
た
。
一
ペ
ソ
＝
一
ド
ル
を
維
持
す
れ
ば
、
国
内
産
業
が
壊
滅
す
る
。
し

か
し
、
ペ
ソ
を
切
り
下
げ
れ
ば
、
海
外
か
ら
の
投
資
が
国
外
に
逃
げ
る
。
次
第
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
経
済
は
じ
り
貧
状
態
に
置
か
れ
た
。

二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
は
国
内
の
税
収
が
低
下
し
、
外
国
へ
の
債
務
返
済
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

こ
で
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
に
救
済
を
求
め
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
緊
急
融
資
に
応
じ
、
同
時
に
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
に
融
資
条
件
と
し
て
徹
底
し
た
緊
縮

財
政
を
求
め
た
。
政
府
は
こ
の
条
件
を
受
け
入
れ
、
公
共
事
業
、
社
会
保
障
を
削
減
し
た
。
国
民
の
「
痛
み
」
を
と
も
な
う
政
策
を
取

ら
ざ
る
を
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
か
ら
の
融
資
は
外
国
か
ら
の
借
金
に
回
す
だ
け
で
あ
り
、
国
民
に
は
役
立
て
る
こ
と
は
で
き

な
い
、
と
い
う
反
発
が
生
ま
れ
た
。
Ｉ
Ｍ
Ｆ
は
財
政
の
切
り
詰
め
を
実
行
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
財
政
再
建
を
考
え
る
し
か
な
い
。
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一
九
九
〇
年
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
中
小
国
は
外
国
資
金
に
依
存
し
な
が
ら
、
経
済
を
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
は
為
替
を
固
定
化
し
て
ま
で
、
い
わ
ば
虚
構
の
安
定
を
図
っ
て
ま
で
し
て
世
界
経
済
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
ま
い
と
し
た
。

し
か
し
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
銀
行
は
「
ワ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
セ
ン
サ
ス
」
に
基
づ
い
て
行
動
す
る
。
そ
れ
は
ア
メ
リ
カ
的
価
値
観
に
基

づ
い
た
経
済
観
で
あ
る
。
各
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
が
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
そ
れ
を
一
律
の
価
値
観
で
各
国
に
そ
の
基
準
を
押
し
付

け
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
問
題
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
銀
行
の
価
値
観
と
現
実
に
あ
る
途
上
国
と
の
落
差
を
如
実
に
現

し
て
い
る
。

新
興
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
入
る
に
は
か
な
り
の
慎
重
さ
を
必
要
と
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
国
際
社
会
は
急
速
に
変
化
し
、

影
響
を
及
ぼ
し
合
う
。
途
上
国
は
失
敗
を
許
さ
れ
な
い
。
実
際
に
失
敗
が
起
こ
る
と
、
増
幅
さ
れ
た
形
で
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
被
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
行
す
る
中
、
自
国
の
み
で
決
定
で
き
な
い
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

例
え
ば
中
国
の
社
会
主
義
市
場
経
済
は
、
共
産
党
独
裁
の
も
と
で
経
済
の
自
由
化
と
一
見
矛
盾
す
る
形
態
で
あ
る
が
、
経
済
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
た
め
に
制
御
さ
れ
た
う
え
で
自
由
化
・
開
放
化
を
実
行
す
る
。
こ
れ
は
政
治
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
へ
の
管

理
・
抑
制
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
中
で
、
国
家
、
企
業
、
集
団
、
個
人
が
生
き
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

あ
る
意
味
で
は
、
強
者
に
は
非
常
に
都
合
の
よ
い
状
況
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
は
、
か
え
っ
て
経
済
、
政
治
、

文
化
な
ど
の
様
々
な
諸
問
題
や
リ
ス
ク
が
詰
ま
っ
た
「
パ
ン
ド
ラ
の
箱
」
を
開
け
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
事
例
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
た
経
済
現
象
が
当
然
視
さ
れ
る
流
れ
の
中
で
、
様
々
な
問
題
を
提
起
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

で
は
、
次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
状
に
つ
い
て
の
認
識
を
経
済
、
政
治
、
文
化
の
分
野
ご
と
に
区
別
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
化
現
象
を
考
え
て
お
こ
う
。
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二　

経
済
・
政
治
・
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
各
状
況

（
一
）
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況

現
代
の
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
と
市
場
と
の
枠
組
み
の
再
編
と
関
連
す
る
［H

eld and M
cGrew

, 2001, 325-326;cf., 

K
elly and Prokhovnik, 2000, 85-126

］。
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
の
主
要
地
域
を
超
え
て
周
辺
地
域
ま
で
持
続
的
な
関
係

を
創
造
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
間
の
経
済
交
流
は
前
例
が
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
貿
易
形
態
も
相
当
変
化
し
て
き
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル

な
金
融
市
場
の
力
を
強
調
す
る
傾
向
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
有
力
な
国
家
が
思
う
ま
ま
に
操
作
で
き
ず
に
、
現
在
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
国

家
権
力
と
経
済
主
体
の
変
更
を
余
儀
な
く
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
自
由
化
・
規
制
緩
和
で
世
界
市
場
を
席
巻
し
、
グ
ロ
ー
バ

ル
金
融
シ
ス
テ
ム
が
「
権
威
を
持
つ
主
体
」
と
し
て
金
融
市
場
・
制
度
に
君
臨
す
る
よ
う
に
な
る
。
多
国
籍
企
業
は
、
金
融
統
合
に
そ

っ
て
国
家
と
地
元
の
経
済
を
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
内
の
地
域
的
な
生
産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
組
み
込
ま
せ
る
働
き
を
す
る
。
こ
の
条
件
で
、

国
民
経
済
は
自
立
し
た
シ
ス
テ
ム
と
し
て
機
能
で
き
ず
、
国
境
は
経
済
活
動
の
行
為
と
組
織
の
防
衛
の
た
め
の
重
要
な
「
防
波
堤
」
で

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
国
内
外
の
経
済
活
動
の
区
別
は
次
第
に
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
中
心
ア
ク
タ
ー
は
多
国
籍
企
業
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
に
六
万
以
上
の
多
国
籍
企
業
が
存
在
し
、

五
〇
万
の
外
国
の
子
会
社
、
地
域
の
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
九
、五
兆
ド
ル
の
販
売
実
績
を
上
げ
た
。
二
一
世
紀
初
頭
に
お
い
て
、
多
国

籍
企
業
は
世
界
の
生
産
二
〇
％
、
貿
易
七
〇
％
を
占
め
て
い
る
。
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
で
の
経
済
力
と
資
源
の
組
織
化
、
配
置
、

分
配
に
つ
い
て
の
決
定
権
を
掌
握
し
て
い
る
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新
し
い
国
際
分
業
を
と
も
な
っ
て
き
た
。
途
上
国
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
験
が
示
す
よ
う
に
、
勝
ち

組
と
負
け
組
に
再
編
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
再
編
化
は
国
内
外
で
も
形
成
さ
れ
て
い
る
。
共
同
体
や
特
定
の
場
所
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
生
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産
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
国
家
、
地
域
、
国
際
機
関
、
域
内
の
各
エ
リ
ー
ト
に
統
合
さ
れ

た
「
世
界
」
を
形
成
す
る
が
、
国
民
と
共
同
体
、
富
者
と
貧
者
、
勝
者
と
敗
者
な
ど
は
（
ひ
と
つ
の
？
）
世
界
を
分
断
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
経
済
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
各
国
政
府
の
支
配
が
及
ば
な
い
範
囲
に
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。
同
時
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
の
多
次
元
的
な
性
格
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
制
限
的
な
権
力
し
か
持
た
な
い
点
に
も
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
国
家
は
自
ら

の
権
限
を
保
持
す
る
た
め
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
制
度
に
権
限
委
譲
を
拒
否
す
る
。
し
か
し
そ
れ
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
は
各
国
政
府
か

ら
の
規
制
を
回
避
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、大
部
分
の
地
域
は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
自
ら
の
規
律
と
合
理
化
を
促
進
さ
せ
る
の
で
、

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
育
成
す
る
機
能
を
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
再
生
産
す
る
こ
と
に
も
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
は
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
や
超
国
家
組
織
に
よ
っ
て
、
各
国
の
自
立
性
を
奪
い
続
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
超
国
家
的
な
組

織
・
機
構
の
存
在
は
、
と
り
わ
け
中
小
国
家
に
と
っ
て
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
行
と
と
も
に
重
大
な
脅
威
と
な
っ
て
い
る
。

（
二
）
政
治
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況

二
つ
の
変
化
は
現
代
の
政
治
生
活
に
影
響
し
て
い
る
［H

eld and M
cGrew

, 2001, 326;cf., M
cGew

, 2000, 127-168

］。
第
一
は

政
治
共
同
体
（
例
、
国
民
国
家
）
の
変
化
で
あ
り
、
第
二
は
地
理
と
政
治
権
力
の
絶
対
的
な
結
び
つ
き
が
崩
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
変
化

で
あ
る
。
地
政
学
的
な
視
点
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
、
地
域
的
な
多
層
的
な
統
治
シ
ス
テ
ム
の

制
度
化
が
存
在
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
初
め
に
は
三
七
の
政
府
間
組
織
（
Ｉ
Ｇ
Ｏ
）
が
存
在
し
た
が
、
二
〇
世
紀
末
に
は
約
三
〇
〇
存

在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
多
元
シ
ス
テ
ム
は
政
府
、
政
府
間
機
関
、
超
国
家
機
関
な
ど
の
政
治
的
な
調
整
過
程
を
制
度
化
し
た
も

の
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ル
ー
ル
の
形
成
や
履
行
を
通
じ
て
共
通
目
的
や
集
団
的
な
財
を
実
現
す
る
の
に
工
夫
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ

は
国
境
を
超
え
る
経
済
問
題
を
管
理
す
る
（
例
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
そ
の
も
の
が
促
進
、
競
争
、
規
制
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
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な
政
治
共
同
体
と
新
し
い
活
動
舞
台
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
多
元
的
、
地
域
的
、
超
国
家
的
な
政
治
形
態
を
成
立
さ
せ
る
。
も
っ
と

も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
治
組
織
は
、
経
済
の
そ
れ
に
比
べ
て
遅
れ
が
ち
で
あ
る
。

政
治
活
動
の
注
目
す
べ
き
超
国
家
化
現
象
は
、
非
政
府
組
織
の
国
際
化
に
観
察
で
き
る
。
一
九
〇
九
年
に
三
七
一
の
承
認
さ
れ
た
国

際
的
な
非
政
府
組
織
（
Ｉ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
が
存
在
し
た
が
、
二
〇
〇
〇
年
に
約
二
五
〇
〇
〇
と
な
っ
て
い
る
。
団
体
、
社
会
運
動
、
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
市
民
グ
ル
ー
プ
は
国
境
を
超
え
て
人
々
に
連
帯
感
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
市
民
間
交
流
の
増
加
は
、
共
有
す
る
目
標
の

実
現
を
も
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
結
社
や
利
益
共
同
体
の
基
盤
を
整
備
し
て
き
た
。

国
際
法
で
は
、
そ
の
範
囲
と
内
容
で
重
要
な
変
化
が
存
在
す
る
。
二
〇
世
紀
の
国
際
法
の
形
態
は
、
戦
争
を
統
括
す
る
法
か
ら
人
道
、

環
境
問
題
、
人
権
に
反
す
る
罪
に
ま
で
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
な
法
を
創
造
し
て
き
た
。
こ
れ
は
個
々
の
国
家
の
政
治
権
力
を
制
限
す
る

こ
と
に
眼
目
を
置
い
て
い
た
。実
際
に
、多
く
の
国
家
は
そ
の
基
準
を
逸
脱
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、現
実
に
は
自
ら
の
権
力
を
制
限
し
、

国
際
法
上
の
保
護
と
義
務
を
受
容
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
法
の
受
け
入
れ
は
、
他
の
活
動
舞
台
で
も
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
例
え

ば
、
国
際
取
引
に
関
す
る
法
整
備
の
急
増
は
、
法
的
主
権
の
一
元
的
な
概
念
か
ら
多
元
的
な
そ
れ
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
多
元
化
し
て
い
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
そ
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
形
態
は
階
層
制
で

な
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
で
あ
り
、
そ
の
目
標
は
最
小
限
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
さ
れ
た
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
」
は
経
済

統
合
の
利
益
を
可
能
に
し
な
が
ら
、
民
主
的
過
程
と
自
由
主
義
的
な
妥
協
を
保
と
う
と
す
る
。
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
国
家
と
政
府
を

超
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
点
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
定
着
す
る
［
コ
ヘ
イ
ン
、
ナ
イ
、
二
〇
〇
四
、六
二

－

六
四
］。

現
代
の
政
治
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
以
降
に
確
立
し
た
国
際
シ
ス
テ
ム
に
挑
戦
し
て
い
る
。
特
に
、
政

治
空
間
と
政
治
共
同
体
は
国
家
の
領
土
や
国
境
線
と
一
致
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
政
府
は
市
民
の
運
命
を
掌
握
す
る
担
い
手
で
は

な
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
こ
と
は
各
国
政
府
や
国
家
主
権
が
政
治
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
消
滅
し
た
こ
と
を
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意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

（
三
）
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
状
況

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
現
代
の
文
化
の
中
心
に
な
る
。
文
化
的
実
践
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
心
に
な
る
と
も
言
え
る
［T

om
linson, 

1999

］。
現
在
の
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
特
徴
の
ひ
と
つ
に
、
国
家
で
な
く
企
業
が
文
化
の
伝
達
役
を
担
う
こ
と
が
あ
る

［cf., M
ackay, 2000, 47-84

］。
企
業
は
文
化
的
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
生
産
者
と
分
配
者
と
し
て
国
家
に
代
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
、
非
政
府
（
民
間
）
の
国
際
活
動
は
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
大
き
な
衝
撃
力
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
伝

達
機
関
や
情
報
発
信
源
は
、
限
定
的
な
範
囲
だ
け
で
な
く
国
民
全
般
の
文
化
に
お
い
て
も
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
企
業
の
消
費
財

や
文
化
的
生
産
物
よ
り
も
限
定
的
な
範
囲
で
の
み
衝
撃
を
与
え
て
き
た
。
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ

ム
が
物
理
的
な
位
置
と
社
会
環
境
と
の
諸
関
係
を
変
容
さ
せ
、
政
治
的
、
社
会
的
生
活
の
「
状
況
に
応
じ
た
地
理
学
（situationary 

geography

）」
に
変
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
個
人
や
集
団
は
従
来
で
は
考
え
ら
れ
な
い
出
来
事
や
発
展
を
経
験
す
る
の
で
、
地
理
上
の

境
界
線
を
克
服
す
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
新
し
い
理
解
、
共
同
体
、
意
味
の
枠
組
み
な
ど
は
、
人
々
の
間
で
直
接
的
な
接
触
な
し

に
「
学
習
効
果
」
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。　
　

以
上
の
文
化
現
象
が
固
定
的
で
な
く
統
一
性
も
な
い
、
様
々
な
条
件
付
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
産
み
出
す
の
で
、
特
定
の
時
間
・
場

所
・
伝
統
か
ら
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
分
離
・
解
除
に
貢
献
し
、
人
々
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
へ
の
「
多
次
元
的
な
衝
撃
」
と
な

っ
て
現
わ
れ
て
く
る
。

人
々
は
、
各
自
の
生
活
を
営
む
た
め
、「
自
ら
の
世
界
」
を
明
確
に
す
る
方
法
を
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
背
景
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
。

つ
ま
り
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
文
化
や
超
国
家
メ
デ
ィ
ア
企
業
は
、
国
民
文
化
や
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
相
当
浸
透
し
て
い
る
。
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結
果
的
に
、
国
民
国
家
が
支
配
で
き
る
文
化
的
な
位
置
づ
け
は
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

国
民
国
家
は
情
報
や
文
化
へ
の
一
定
範
囲
に
だ
け
に
適
用
さ
れ
る
政
策
を
遂
行
し
よ
う
と
す
る
が
、
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
過
程
と
技
術
か
ら
影
響
を
受
け
、
そ
の
過
程
と
技
術
は
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お
い
て
社
会
・
経
済
生
活
を
変
貌
さ
せ
て
い
る
。
文
化
の

フ
ロ
ー
（cultural flow

）
は
、
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
か
ら
成
り
立
っ
て
き
た
政
治
を
変
え
つ
つ
あ
る
。
こ
の
展
開
は
グ
ロ
ー

バ
ル
な
同
一
性
、
と
同
時
に
脆
さ
と
も
解
釈
さ
れ
る
。「
私
の
政
府
が
正
し
い
と
か
間
違
っ
て
い
る
と
か
」
と
い
う
国
民
国
家
へ
の
忠

誠
心
も
変
更
す
る
事
態
も
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
は
天
然
資
源
の
枯
渇
や
環
境
保
護
、
病
気
や
貧
困
の
防
止
な
ど
で
も
語
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
地
球
の
友
」「
グ

リ
ー
ン
ピ
ー
ス
」
の
よ
う
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
組
織
で
あ
り
、
反
資
本
主
義
運
動
の
よ
う
な
反
グ
ロ
ー
バ
ル
団
体
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
問

題
を
抱
え
る
国
民
や
地
域
を
超
え
て
相
互
に
連
結
す
る
。
さ
ら
に
、
国
際
的
、
超
国
家
的
な
争
点
に
関
わ
る
ア
ク
タ
ー
、
機
関
、
制
度

は
、
地
域
の
政
治
組
織
か
ら
国
連
ま
で
ま
す
ま
す
増
加
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
政
治
の
存
在
感
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
る
。
結

果
的
に
場
合
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
々
の
生
命
と
尊
重
に
不
可
欠
な
人
権
へ
の
関
与
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
識
」
を
醸
成
さ
せ
る

こ
と
に
も
な
る
。
国
際
法
に
保
護
さ
れ
た
権
利
や
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
よ
う
な
超
国
家
団
体
が
支
援
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
ま
だ
完
成
段
階
と
は
言
え
な
い
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
の
文
化
的
基
礎
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
。

以
上
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
を
経
済
、
政
治
、
文
化
の
状
況
か
ら
概
観
し
た
。
で
は
、
こ
の
諸
状
況
を
ど
の
よ
う
に
分
析
す
れ
ば
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
三
つ
の
理
論
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

三　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
に
関
す
る
三
つ
の
見
解

（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
る
見
解　
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
経
済
・
政
治
・
文
化
か
ら
犯
罪
、
金
融
、
精
神
、
思
想
な
ど
ま
で
現
代
社
会
の
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
側
面
で
世
界

規
模
の
連
結
を
拡
大
、
深
化
、
加
速
し
て
い
る
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
が
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
の
雇
用
主
に
情
報
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
、
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
連
結
と
集
中
を
一
般
的
に
認
め
る
と
し
て
も
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
四
つ
の
論
点
が
あ
る
。

①
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
る
べ
き
か
。

②
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
新
奇
な
事
情
を
表
現
し
て
い
る
の
か
。

③
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
権
力
の
解
体
、
消
滅
、
復
活
、
変
質
と
結
び
つ
く
の
か
。

④ 

現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
政
治
に
新
た
な
制
約
を
課
す
の
か
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ど
の
よ
う
に
「
文
明
化
」
さ
れ
、
民
主
化
さ
れ

て
い
る
の
か
ど
う
か
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
」
と
い
う
論
争
が
あ
る
［H

eld, 1998, 1-3; Cochrance and Pain, 2000, 22-25

］。
そ
れ
に
対
し
て
、

三
つ
の
理
論
が
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
展
開
す
る
。
第
一
の
理
論
を
「
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
（hyperglobalism

）」、
第
二
を
「
懐
疑
論

（skeptics

）」、
第
三
を
「
変
容
論
（transform

ationalism

）」
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
は
、「
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
方
針
に
従
う
新
し
い
時
代
現
象
」
と

見
な
す
［cf., Guéhenno, 1995; O

hm
ae, 2000; W

riston, 1988

］。
そ
の
対
極
に
位
置
す
る
懐
疑
論
者
は
、
世
界
は
三
つ
の
主
要

な
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
割
さ
れ
て
い
る
と
論
じ
る
。
国
民
国
家
は
依
然
と
し
て
強
力
な
ま
ま
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
主
張
す
る
の
は
国
家
が
支
配
す
る
国
際
経
済
の
現
実
の
姿
を
覆
い
隠
す
『
神
話
』
で
あ
る
」
と
主
張
す
る
［cf., H

irst and 

T
hom

pson, 1996; W
eiss, 1998

］。
変
容
論
者
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
世
界
の
国
家
と
社
会
を
よ
り
密
接
に
連
結
さ
せ
る
が
、
そ
の

先
行
き
が
常
に
不
確
実
な
世
界
と
な
る
変
化
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
歴
史
に
お
い
て
前
例
の
な
い
経
験
と
し
て
捉
え
る
べ
き
」［cf., 
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Giddens, 1990; Scholte, 1993

］
と
考
え
る
［H

eld, 2000, 3

］。

三
つ
の
見
解
は
、
従
来
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
立
場
や
世
界
観
を
直
接
に
反
映
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル

論
に
は
、
ま
っ
た
く
異
な
る
立
場
か
ら
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
急
進
主
義
、
ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義
が
奇
妙
に
も
「
同
居
」
す
る
。
ま
た
、

懐
疑
論
に
は
保
守
主
義
と
急
進
主
義
が
名
を
連
ね
る
し
、変
容
論
に
は
現
代
的
な
自
由
主
義
や
新
し
い
社
会
民
主
主
義
（「
第
三
の
道
」）

の
タ
イ
プ
の
見
解
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
こ
の
三
つ
の
理
論
の
い
ず
れ
か
に
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
わ
け
で

は
な
い
。
例
え
ば
、
ニ
ュ
ー
ラ
イ
ト
（N

ew
 Right

）
は
、
経
済
で
は
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
、
政
治
・
文
化
で
は
懐
疑
論
に
属
す
る
要
素

を
内
包
し
て
い
る
。

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
の
説
明
は
マ
ル
ク
ス
主
義
の
そ
れ
と
立
場
を
異
に
す
る
が
、
対
象
を
認

識
す
る
う
え
で
は
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
懐
疑
論
に
は
、
保
守
主
義
と
急
進
主
義
が
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
性
格
を
評
価
す
る

際
に
、
奇
妙
に
も
一
致
す
る
概
念
で
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
解
釈
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
独
占
資
本
主
義

の
拡
大
と
新
し
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
資
本
主
義
の
形
態
と
が
分
か
ち
が
た
く
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
例
え
ば
ネ
オ
リ
ベ

ラ
リ
ス
ト
の
中
に
は
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
、
異
な
る
説
明
と
結
論
が
あ
る
場
合
も
あ
る
の
で
注
意
を

要
す
る
。
学
問
的
ア
プ
ロ
ー
チ
と
規
範
的
立
場
で
は
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
、
懐
疑
論
、
変
容
論
の
間
で
は
多
様
で
あ
り
、
概
念
化
、
因

果
関
係
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
、
社
会
経
済
的
な
帰
結
、
国
家
権
力
と
国
際
統
治
の
意
味
、
歴
史
的
軌
道
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
予
測

は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
議
論
と
結
論
に
お
い
て
は
相
当
な
差
異
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
論
争
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
。「
何
か
が
生
じ
て
い
る
」
と
い
う
同
意
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ

が
何
で
あ
る
か
と
い
う
同
意
は
存
在
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
論
争
を
特
徴
づ
け
る
こ
と
で
、
主
要
な
グ
ロ

ー
バ
ル
化
現
象
の
特
徴
が
紹
介
で
き
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
生
じ
て
い
る
か
ど
う
か
を
定
義
づ
け
る
際
に
、
次
の
四
つ
の
重
要
な
点
が
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強
調
さ
れ
る
。
①
社
会
的
、
経
済
的
な
関
係

の
伸
張
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
集

中
化
と
他
の
結
び
つ
き
（linkage

）、
③
経

済
的
、
社
会
的
実
践
の
解
釈
、
④
グ
ロ
ー
バ

ル
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
出
現
で

あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
存
在
す
る
な
ら
、
①
か

ら
④
の
特
徴
が
予
測
さ
れ
る
。
そ
の
存
在
の

証
拠
を
探
究
す
る
方
法
の
い
く
つ
か
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
を
紹

介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論

者
は
、
劇
的
に
社
会
的
、
経
済
的
な
文
脈
を

変
化
さ
せ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
生
じ
て
い

る
、
と
主
張
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
懐
疑

論
者
は
変
化
を
認
識
す
る
が
、
シ
ス
テ
マ
テ

ィ
ッ
ク
な
移
動
と
見
な
す
内
容
に
疑
問
を

持
っ
て
い
る
。
変
容
論
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
結
果
が
先
決
事
項
だ
と
は
考
え
ず
、
代

超グローバル論 懐疑論 変容論
グローバル化現象をど
う捉えるのか

グローバル化現象を積
極的に肯定

グローバル化現象その
ものを否定、国際化の
現象を承認

グローバル化現象を認
めるが、その内容やそ
の賛否についてはケー
ス・バイ・ケース

新しさとは何か 個々バラバラの単位か
ら地球規模でひとつに
統合されたグローバル
時代の到来

以前の時代より弱体化
した統治による貿易ブ
ロックの存続、その点
で新しいものでない

前例のない、グローバ
ルな連結レベルの出現

影響はどこまでか グローバル資本主義、
グローバル統治、グロ
ーバル市民社会にまで
発展

1890 年代より相互依
存でなくなった世界

集中的、拡張的なグロ
ーバル化した世界

国家権力の変化 低下か衰退 再強化、増大 再構成化、再構造化
何が原動力なのか 資本主義と技術 国家と市場 近代化と統合した諸力
階層・階統制のあり方 階層・階統制の浸食 中心―周辺 世界秩序の新システム
どのような現象なのか マクドナルド化、マド

ンナ化で世界の共通化
従来通りで変化なし、
国益中心

様々なレベルでの政治
共同体の変質

秩序の形態はどうか グローバル化に適応す
るように人間行動の枠
組みの再秩序化

国家を基礎とする国際
化と地球化に向けた秩
序拡大

地域間関係と遠隔地で
の行動の再秩序化

歴史軌道の行方 グローバル文明に到達 地域ブロック化・文明
圏の衝突

無制限なグローバルな
統合と分裂の繰り返し

グローバル化と国家の
関係

グローバル化は国民国
家を終了させる

グローバル化は国家の
黙認と支援に依存する
国際化を引き起こす

グローバル化は国家権
力と国際政治を変容さ
せる

出典、Held, 1999, 10 を参考に用語や内容を修正・加筆

表１：グローバル化に関する３つの見解
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わ
り
に
伝
統
的
な
機
関
（
例
、
国
民
国
家
）
に
よ
る
活
動
余
地
は
存
在
す
る
、
と
変
化
す
る
規
模
と
そ
の
重
要
性
を
過
小
評
価
す
る

［Cochrance and Pain, 2000

］。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
る
三
つ
の
理
論
を
要
約
す
れ
ば
、
表
１
の
よ
う
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ど
の
よ
う
に
概
念
化
さ
れ
る
か

に
つ
い
て
の
知
的
基
礎
、
そ
し
て
三
つ
の
理
論
の
根
拠
が
説
明
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
る
。

（
二
）
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論

　

世
界
経
済
が
過
去
と
現
在
と
異
な
る
の
は
、
世
界
の
主
要
経
済
地
域
を
結
合
さ
せ
る
、
ひ
と
つ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
成
立
す
る

か
ど
う
か
に
あ
る
［H

eld and M
cGrew

, 1998, 3-4; O
hm

ae, 2000, 94-100

］。
ひ
と
つ
に
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
熱
狂
的
資

本
主
義
（m

anic capitalism

）、
タ
ー
ボ
資
本
主
義
（turbo capitalism

）、
超
領
土
資
本
主
義
（supra-territorial capitalism

）

と
い
う
表
現
で
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
理
論
は
、
新
し
い
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
空
間
的
な
組
織
と
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
で
生
じ
る
質
的

変
化
と
捉
え
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
は
経
済
活
動
の
脱
国
家
化
に
向
か
う
不
可
避
な
必
然
性
を
含
ん
で
い
る
。
今
日
、
経
済

的
な
力
や
富
の
組
織
、配
置
、分
配
に
決
定
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
は
、国
民
国
家
よ
り
金
融
機
関
、多
国
籍
企
業
な
ど
の
活
動
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
は
、
国
家
の
権
威
と
領
土
と
結
び
つ
い
た
政
治
的
規
制
を
回
避
で
き
る
。
こ
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
経
済
で
は
、
国
家

は
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
適
合
す
る
以
外
、
選
択
肢
を
持
た
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
制
度
は
、
ひ
と

つ
に
な
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
文
明
（global m

arket civilization
）」
を
育
成
す
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
の
役
割

は
、
Ｇ
７
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
、
世
界
銀
行
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
が
担
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
世
界
に
変
貌
す
る
よ
う
に
な
り
、
国
民
国
家
は
自
己
の
国
民
経
済
の
管
理
、
規
制
、
指
導
を
効
果
的
に
実
行
で
き
な
く
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な
っ
て
い
る
。
実
際
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
に
よ
れ
ば
、
国
民
国
家
の
自
立
性
と
主
権
性
は
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
過
程
で
消
滅

し
つ
つ
あ
る
。

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
は
、「
伝
統
的
な
国
民
国
家
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
で
は
不
自
然
で
、
耐
え
難
い
ビ
ジ
ネ
ス
単
位
と
さ
え
な
っ
て

し
ま
っ
た
」
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
象
を
人
類
史
に
と
っ
て
新
時
代
の
必
然
的
産
物
と
定
義
す
る
。
こ
の
理
論
は
経
済
論
理
、
特

に
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
な
見
方
を
優
先
し
、
単
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
の
出
現
と
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
原
則
を
賛
美
す
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
、
生
産
、
貿
易
、
金
融
の
超
国
家
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
樹
立
を
通
じ
て
、
経
済
の
「
脱
国
家
化
」
を
も
た
ら
す
。「
ボ
ー
ダ
ー

レ
ス
経
済
」
に
お
い
て
、
国
民
国
家
政
府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
の
「
伝
動
ベ
ル
ト
」
程
度
か
そ
れ
以
下
の
意
味
し
か
な
く
、
究
極
的
に

は
ロ
ー
カ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
間
に
あ
る
媒
介
的
な
装
置
に
な
る
。

例
え
ば
大
前
研
一
は
、
世
界
が
「
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
世
界
」
の
時
代
に
移
行
し
、
国
民
国
家
が
主
要
な
政
治
組
織
と
し
て
都
市
の
諸
地

域
や
都
市
国
家
以
下
の
存
在
に
な
る
と
指
摘
す
る
［O

hm
ae, 2000

］。

世
界
市
場
の
力
は
、
社
会
と
経
済
を
越
え
た
、
究
極
的
な
政
治
的
権
威
が
仮
定
す
る
国
家
よ
り
も
強
力
で
あ
る
。
国
家
の
低
下
す
る

権
威
は
、
他
の
制
度
と
団
体
や
、
ロ
ー
カ
ル
な
団
体
と
地
域
の
組
織
に
拡
散
し
て
い
る
こ
と
に
映
し
出
さ
れ
て
い
る
。
経
済
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
伝
統
的
な
国
民
国
家
に
取
っ
て
替
わ
る
世
界
の
経
済
と
政
治
の
新
た
な
組
織
を
構
築
中
で
あ
る
。
こ
の
考
え
に
は
、
超
グ
ロ

ー
バ
ル
論
者
の
間
で
い
く
つ
か
の
解
釈
の
相
違
、
い
わ
ば
楽
観
的
な
立
場
と
悲
観
的
な
立
場
が
あ
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は
国
家
権

力
を
超
え
た
市
場
原
理
と
個
人
の
自
立
を
歓
迎
す
る
。
他
方
、
急
進
主
義
者
、
ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

帝
国
主
義
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
勝
利
と
批
判
す
る
。

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
な
信
念
の
相
違
に
関
わ
ら
ず
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ま
ず
経
済
現
象
で
あ
る
と
み
な
す
点
で
は
各
論
者
は
共
通
す
る
。

つ
ま
り
、
次
第
に
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
あ
ら
ゆ
る
政
府
に
ネ
オ
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リ
ベ
ラ
ル
的
な
経
済
原
則
を
強
め
る
。
だ
か
ら
、
政
治
が
「
可
能
性
の
持
続
」
で
な
く
、「
健
全
な
経
済
法
則
の
実
践
」
と
い
う
機
能

を
果
た
す
よ
う
に
な
る
。

さ
ら
に
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
に
よ
れ
ば
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
勝
者
と
敗
者
と
い
っ
た
二
項
対
立
的
な
図
式

を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
言
う
。
だ
が
他
方
で
は
、
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
業
が
伝
統
的
な
中
心
︱
周
辺
を
経
済
の
複
雑
な
構
造
に

置
き
換
え
ら
れ
る
の
で
、
固
定
的
な
南
北
問
題
は
時
代
錯
誤
の
議
論
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
各
国
政
府
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
影
響
に
向
け
て
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
内
で
も
一
九
八
〇
年
代
以
降
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
方
針
転
換
か
ら
社
会
的
な
保
護
を
求
め
る
社
会
民
主
主
義
モ
デ
ル
が
維
持
で
き
な
く
な
り
、
福
祉
国
家
政
策
の
解
消
を

図
る
方
針
で
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
［ Sykes and Prior, 2001

］。
確
か
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経

済
で
勝
者
と
敗
者
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
分
極
化
を
当
然
生
み
出
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
見
解
で
は
そ
う
簡
単
で
は

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
国
家
が
あ
る
生
産
活
動
で
比
較
的
有
利
で
あ
っ
て
も
、
国
内
の
特
定
集
団
が
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
結
果
と

し
て
悪
い
状
態
に
陥
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
競
争
は
単
純
な
ゼ
ロ

－

サ
ム
・
ゲ
ー
ム
の
結
果
だ
と
は
限
ら
な
い
。

勝
者
と
敗
者
が
ひ
っ
き
り
な
し
に
入
れ
替
わ
る
状
態
が
存
在
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
が
国
内
、
国
家
間
の
不
平
等
を
構
造
化
し
、
そ
れ
を
強
化
す
る
の
で
、

バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
と
す
る
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
考
え
を
「
楽
観
的
見
解
」
と
批
判
す
る
。
同
じ
く
ネ
オ
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
、
社

会
的
保
護
、
伝
統
的
な
福
祉
政
策
が
時
代
に
適
せ
ず
、
ま
た
そ
れ
を
行
う
の
が
困
難
だ
と
思
わ
れ
る
点
で
は
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
の
考

え
と
一
致
す
る
。

周
辺
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
人
々
は
伝
統
的
文
化
と
生
活
様
式
を
変
え
な
が
ら
、
世
界
規
模
で
の
志
向
、
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
課
せ
ら
れ
る
。
自
由
民
主
主
義
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
経
済
と
政
治
の
基
準
に
よ
っ
て
登
場
す
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
明
」
の
意
味
を
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さ
ら
に
補
強
す
る
。「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
明
」
は
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
世
界
市
場
の
方
針
を
グ
ロ
ー
バ
ル
統
治
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
実
行
で
き
る
。
国

家
と
国
民
が
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
よ
り
広
範
囲
な
地
域
的
な
権
威
（
例
、
Ｅ
Ｕ
）
の
も
と
に
置
か
れ
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
明
」
の
推
進
と
歓
迎
す
る
が
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
資
本
家
階
級
に
よ
る
地
球

規
模
の
「
市
場
文
明
」
と
糾
弾
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
グ
ロ
ー
バ
ル
統
治
制
度
の
出
現
、
文
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拡
散
と
混
合
を
新
世
界
秩
序
の

証
拠
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
国
民
国
家
の
「
消
滅
」
を
予
測
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
国
民
経
済
は
超
国
家
的
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
に
埋
没
し
、
国
民
国
家
は
権
威
と
正
統
性
を
剥
奪
さ
れ
る
。
一
九
九
一
年
の
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
以
降
の

Ｅ
Ｕ
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
国
民
国
家
の
政
府
は
国
境
内
で
生
じ
る
事
柄
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
ず
、
市
民
の
要
求
を
履
行
で
き
な
く

な
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
と
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
の
統
治
制
度
が
よ
り
大
き
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
る
の
で
、
国
家
の
主
権
と
自
治
は
い
っ
そ

う
浸
食
さ
れ
、
さ
ら
に
消
滅
に
向
か
う
は
ず
で
あ
る
。

「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
民
社
会
」
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
の
意
図
と
は
別
に
、
国
民
国
家
は
国

民
間
の
超
国
家
的
な
協
力
を
促
進
す
る
条
件
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
整
備
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
利
益
を
求
め
る
意
識

に
は
都
合
の
よ
い
も
の
で
は
な
い
。
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
経
済
権
力
と
政
治
権
力
は
脱
国
家
化
し
、
国
家
か
ら
遊
離

し
て
し
ま
い
、
つ
い
に
は
国
民
国
家
が
「
経
済
問
題
を
管
理
す
る
末
端
機
関
」
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
か

急
進
主
義
化
か
の
視
点
を
別
に
し
て
、
特
に
新
し
い
社
会
運
動
（
Ｎ
Ｓ
Ｍ
）
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
の
主
張
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
「
人
間
行
動
の
枠
組
み
」
の
根
本
的
な
再
配
置
を
実
行
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
単
純
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
経
済

領
域
に
だ
け
に
対
象
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

Ｃ
ｈ
・
テ
ィ
リ
ー
は
、
様
々
な
資
源
を
支
配
す
る
能
力
を
通
じ
て
、
国
家
の
優
越
性
が
決
定
的
と
見
な
さ
れ
た
時
代
か
ら
、
国
家
の
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役
割
が
国
際
社
会
の
合
意
に
基
づ
く
時
代
に
移
行
し
た
結
果
、
国
家
が
金
融
、
福
祉
、
投
資
、
雇
用
、
そ
の
他
の
政
策
を
遂
行
で
き
る

能
力
を
減
退
さ
せ
、
多
国
籍
企
業
や
共
同
市
場
な
ど
の
形
態
で
経
済
的
、
政
治
的
な
超
国
家
組
織
（
例
、
Ｅ
Ｕ
）
が
中
心
的
な
存
在
に

な
る
、
と
説
明
す
る
。
し
か
し
同
時
に
、
彼
は
個
人
の
政
治
的
、
社
会
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
し
て
個
人
が
常
に
所
属
す
る
場
所

と
の
文
化
的
一
体
感
の
重
要
性
を
指
摘
す
る
［T

illy, 2002, 187

］。
こ
れ
に
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
は
ど
う
反
論
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
三
）
懐
疑
論

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
と
は
対
照
的
に
、
懐
疑
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
「
革
命
的
性
格
」
に
つ
い
て
は
非
常
に
用
心
深
い
立
場
に
あ
る

［H
eld and M

cGrew
, 1999, 5-6

］。
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
と
は
対
極
の
立
場
に
あ
る
。
近
年
、
国

際
経
済
と
相
互
依
存
の
相
当
な
集
中
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
を
誇
張
す
る
こ
と
に
は
懐
疑
的
で
あ
る
。
一
八
〇
〇
年
か
ら
一
九
一
四
年

ま
で
と
比
べ
て
、
現
代
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依
存
の
集
中
は
相
当
に
誇
張
さ
れ
た
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
経
済
の
相

互
依
存
の
集
中
的
な
性
格
が
示
唆
す
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
主
要
先
進
国
に
限
定
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の

先
進
国
は
自
由
主
義
的
な
国
際
経
済
の
牽
引
国
で
も
あ
る
。

世
界
が
ひ
と
つ
の
市
場
に
な
る
よ
う
な
期
待
は
企
業
的
な
想
像
力
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
役
割
は
世
界
全
体
を
包
括
す

る
自
由
市
場
が
成
立
す
る
と
い
う
幻
想
を
支
え
る
、
と
Ｊ
・
グ
レ
イ
は
大
前
ら
の
ア
メ
リ
カ
流
ビ
ジ
ネ
ス
・
ス
ク
ー
ル
の
発
想
法
を
批

判
す
る
［
グ
レ
イ
、
一
九
九
九
年
、
九
〇

－

九
一
］。

統
一
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
不
在
な
の
で
、
世
界
は
い
く
つ
か
の
主
要
な
経
済
と
政
治
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
る
。
世
界
の
経
済

活
動
は
、
三
つ
の
金
融
・
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
、
北
ア
メ
リ
カ
）
を
中
心
に
世
界
経
済
が
展
開
す
る
よ
う

に
地
域
化
（regionalization

）
を
拡
大
さ
せ
て
き
た
。
だ
か
ら
、
一
九
世
紀
後
半
の
古
典
的
金
本
位
制
時
代
と
比
べ
て
も
、
現
在
の



第 22 巻１・２号―― 30

世
界
経
済
は
以
前
よ
り
も
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
た
形
態
を
採
用
し
た
り
は
し
て
い
な
い
。
一
九
世
紀
の
帝
国
主
義
時
代
と
比
べ
て
、
国

際
経
済
で
も
地
理
的
な
支
配
の
意
味
で
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
存
在
し
な
い
。
つ
ま
り
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
は
新
世
界
秩
序
よ
り
、
む

し
ろ
、
古
い
ス
タ
イ
ル
の
地
政
学
か
新
帝
国
主
義
論
か
へ
の
復
活
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
少
数
の
強
力
な
国
家
と
そ
れ

ら
の
同
盟
・
連
合
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
支
配
を
実
行
し
て
き
た
。
懐
疑
論
は
、
国
家
の
権
力
と
主
権
が
優
先
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
無
視
し

て
い
る
、
と
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
を
批
判
す
る
。

懐
疑
論
者
は
、
現
代
経
済
の
相
互
依
存
が
歴
史
的
に
前
例
で
な
い
こ
と
を
認
識
す
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
よ
り

も
、
国
際
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
国
家
間
関
係
が
緊
密
な
「
国
際
化
（internationalization

）」
に
移
行
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
経
済

の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
「
ひ
と
つ
の
価
値
法
則
」
が
一
般
的
と
な
っ
た
、世
界
規
模
の
統
合
さ
れ
た
経
済
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
は
「
神
話
」
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
人
々
は
国
際
化
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
混
同
し
て
い
る
。「
国
際
化
」
と
は
あ
く

ま
で
も
国
民
経
済
と
い
う
国
家
単
位
を
基
本
と
す
る
相
互
作
用
を
指
し
て
い
る
。
だ
か
ら
、そ
こ
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
存
在
し
な
い
。

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
を
批
判
す
る
際
、
経
済
統
合
レ
ベ
ル
が
「
理
念
型
」
と
し
て
は
説
明
不
足
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
統
合
が
一
九
世
紀
後

半
（
古
典
的
金
本
位
制
時
代
）
よ
り
重
視
さ
れ
る
ほ
ど
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

懐
疑
論
者
は
超
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
に
は
致
命
的
な
欠
点
が
あ
り
、
そ
れ
に
政
治
的
に
ナ
イ
ー
ブ
す
ぎ
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国

民
の
経
済
活
動
を
規
制
す
る
各
国
政
府
の
力
を
過
小
評
価
す
る
た
め
、
そ
の
制
御
力
を
評
価
し
て
い
な
い
が
、
実
は
、
国
際
化
そ
の
も

の
が
経
済
の
自
由
化
を
保
証
す
る
各
国
政
府
の
力
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
を
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
は
認
め
よ
う
と
し
な
い
。し
た
が
っ
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
あ
く
ま
で
も
「
掛
け
声
」
で
あ
っ
て
、
実
体
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
、
一
見
す
る
と
国
際
経
済
は
国
家
中
心
で
な
く
新
し
い
世
界
秩
序
の
出
現
を
予
見
さ
せ
る
。
各
国
政
府
は
国
際
的
な
市
場
、
取

引
、
協
定
の
場
で
中
心
と
な
れ
な
い
考
え
を
否
定
し
、
国
境
を
超
え
る
経
済
活
動
に
積
極
的
に
関
与
し
、
各
国
政
府
に
よ
る
、
様
々
な
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規
制
が
国
際
関
係
に
お
い
て
問
題
と
な
る
。
見
方
を
変
え
れ
ば
、こ
れ
ら
の
現
象
は
国
家
が
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
証
拠
に
な
る
。

つ
ま
り
、
政
府
は
国
際
化
の
犠
牲
者
で
は
な
く
、
逆
に
そ
れ
を
主
導
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
特
に
、
国
際
化
は
ア
メ
リ
カ
政
府

の
様
々
な
経
済
政
策
の
副
産
物
と
も
考
え
る
。

国
際
化
は
「
第
三
世
界
」
の
多
く
の
途
上
国
を
経
済
的
な
周
辺
に
固
定
し
て
い
る
。
新
し
い
国
際
的
な
分
業
は
、「
北
」
の
先
進
国

の
脱
工
業
化
に
よ
る
「
南
」
の
途
上
国
に
「
雇
用
を
輸
出
す
る
」
多
国
籍
企
業
の
活
動
で
説
明
さ
れ
る
。
対
外
投
資
の
フ
ロ
ー
が
先
進

資
本
主
義
国
家
の
間
で
拡
大
し
て
い
る
実
態
、
た
い
て
い
の
多
国
籍
企
業
の
活
動
が
自
国
や
そ
の
先
進
経
済
国
の
企
業
で
あ
る
事
実
に

よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
が
架
空
の
存
在
で
あ
り
、
そ
の
「
神
話
」
は
拒
否
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
際
化
は
グ
ロ

ー
バ
ル
な
経
済
関
係
の
徹
底
的
な
、
あ
る
い
は
重
要
な
再
構
造
化
に
進
展
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
世
界
経
済
に
深
く
根
づ
く
不
平

等
と
階
統
制
が
続
い
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
国
際
経
済
の
構
造
的
条
件
は
一
九
世
紀
か
ら
引
き
続
い
た
ま
ま
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル

的
な
現
象
が
あ
っ
た
と
し
て
も
部
分
的
で
し
か
な
い
。

そ
の
よ
う
な
不
平
等
な
中
心
︱
周
辺
関
係
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
文
明
の
登
場
よ
り
も
宗
教
原
理
主
義
や
攻
撃
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
噴

出
さ
せ
る
。
Ｓ
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
『
文
明
の
衝
突
』［
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
一
九
九
八
］
に
よ
れ
ば
、
世
界
は
八
つ
の
文
明
圏
ご
と
に

分
類
さ
れ
、
文
化
的
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
な
要
素
を
基
準
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
は
あ
り
え

な
い
。
さ
ら
に
、
国
際
的
な
不
平
等
の
拡
大
、
国
際
関
係
の
現
実
主
義
、「
文
明
の
衝
突
」
論
な
ど
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
統
治
」
が
幻
想

で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九
世
紀
以
降
、
西
洋
諸
国
が
圧
倒
的
な
優
位
の
ま
ま
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
こ
の

点
か
ら
説
明
す
れ
ば
、
例
え
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
が
存
在
し
た
と
し
て
も
、
あ
く
ま
で
も
西
洋
的
な
世
界
支
配
の
所
産
と
し
て
「
グ
ロ

ー
バ
ル
統
治
」
と
「
経
済
の
国
際
化
」
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
現
実
主
義
者
た
ち
が
か
つ
て
述
べ
た
よ
う
に
、「
国
際
秩
序
」
や
「
国

際
的
連
帯
」
は
常
に
他
国
に
そ
れ
ら
を
押
し
付
け
る
の
に
有
効
だ
と
感
じ
る
強
国
側
か
ら
の
論
理
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
思
考
は
現
在
で
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も
有
効
で
あ
る
［Spykm

an, 2007

］。

二
〇
世
紀
初
頭
か
ら
世
界
経
済
は
地
理
的
拡
大
、
そ
れ
に
経
済
的
な
相
互
依
存
の
伸
張
を
重
視
し
て
き
た
。
そ
の
事
情
は
国
民
国
家

を
中
心
に
進
展
し
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
「
国
民
国
家
や
各
国
政
府
が
経
済
の
国
際
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
統
治
に
よ
っ
て
消
滅
し
か
か
っ
て

い
る
」
と
い
う
主
張
は
誤
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
は
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
経
済
戦
略
の
履
行
だ
け
の
方
便
だ
け
の
も
の
で

し
か
な
い
。
国
際
経
済
の
条
件
は
、
国
家
が
何
を
可
能
と
す
る
か
で
判
断
さ
れ
る
の
で
、
あ
く
ま
で
も
政
府
機
能
を
重
視
す
る
。
資
本

の
国
際
化
は
、「
国
民
国
家
政
府
の
政
策
の
選
択
を
制
約
す
る
の
で
は
な
く
、
否
、
反
対
に
拡
大
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
」、
と
考
え
て

い
る
。

（
四
）
変
容
論

さ
き
の
二
つ
の
理
論
の
中
間
に
位
置
す
る
の
が
変
容
論
で
あ
る
［H

eld and M
cGrew

, 1999, 7-10

］。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
社
会
的

な
関
係
と
活
動
の
拡
大
と
規
模
の
点
で
完
全
に
変
化
し
て
し
ま
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
の
見
解
は
経
済
的
、
政
治
的
、
軍
事

的
、文
化
的
な
部
分
で
の
権
力
の
再
組
織
化
と
再
明
確
化
を
重
視
し
、そ
れ
に
ど
の
よ
う
に
適
合
す
る
か
を
力
説
し
て
い
る
［Giddens, 

1999

、
邦
訳
二
〇
〇
一
年
］。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
は
、
影
響
力
、
手
段
、
組
織
、
分
配
と
い
う
権
力
問
題
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
の
主
要
な
地
域
と
大
陸
を
交
差
す
る
範
囲
内
で
い
か
に
自
己
の
支
配
権
を
拡
大
で
き
る
か
を
試
み
て
い
る
。
そ

こ
に
は
人
間
の
社
会
的
組
織
の
規
模
で
の
移
動
や
変
容
が
含
ま
れ
て
い
る
。
一
地
域
の
発
展
は
地
球
上
の
遠
い
地
域
に
あ
る
共
同
体
の

ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
の
命
運
を
握
っ
て
い
る
。
そ
の
支
配
と
衝
撃
で
の
非
均
等
性
は
、
一
方
で
統
合
、
他
方
で
分
断
を
表
現
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
「
経
済
の
み
の
世
界
」
を
意
味
し
が
ち
と
な
る
。
だ
が
、
そ
の
大
部
分
は
権
力
関
係
へ
の
編
入
と
疎
外
の
両
方
を

創
り
出
し
た
こ
と
に
な
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の
一
九
九
七
年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
の
経
済
危
機
が
証
明
す
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
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ル
な
出
来
事
は
自
分
た
ち
の
居
住
す
る
場
所
や
共
同
体
と
は
か
け
離
れ
た
場
所
で
生
じ
る
が
、
極
め
て
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
し
て
い

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
必
ず
し
も
経
済
論
理
だ
け
に
還
元
で
き
な
い
。
そ
れ
に
世
界
の
各
地
域
を
交
差
し
、
個
々
の
国
家
・
地
域
に
均

等
な
衝
撃
を
与
え
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
一
見
し
て
現
代
的
な
特
徴
で
し
か
な
い
と
思
わ
れ
て
も
、
新
奇
な
現
象
と
は
言
え
ず
、

前
近
代
に
存
在
し
た
帝
国
か
ら
現
代
の
企
業
帝
国
の
時
代
に
至
る
ま
で
の
長
い
歴
史
に
見
ら
れ
る
現
象
と
同
じ
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
め
ぐ
る
論
争
は
反
奴
隷
、
民
族
独
立
運
動
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
対
す
る
反
グ
ロ
ー
バ
ル
抗
議
運
動
ま
で
の
対
決
過
程
で

も
あ
る
。
実
際
に
、
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と
制
度
的
な
競
争
の
活
動
舞
台
を
設
け
る
の
で
、
文
化
か
ら
技
術
ま
で
多
く
の
領
域
を
交
差
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
社
会
生
活
の
注
目
す
べ
き
貢
献
を
な
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
発
展
は
経
済
的
、
政
治
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
し

て
明
確
に
認
識
さ
れ
る
。

変
容
論
者
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
、「
社
会
的
、
政
治
的
、
経
済
的
に
急
激
な
変
化
の
背
後
に
あ
る
、
現
代
社
会

や
世
界
秩
序
を
再
構
成
す
る
中
心
的
な
原
動
力
」
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
歴
史
的
に
前
例
が
な
い

も
の
で
あ
る
。
各
国
の
政
府
と
社
会
は
、
諸
問
題
に
関
し
て
国
内
か
国
外
か
の
は
っ
き
り
し
た
区
別
が
で
き
な
く
な
っ
た
。
そ
の
う
え

世
界
状
況
に
適
合
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
世
界
の
統
治
や
秩
序
の
点
で
政
治
、
社
会
、
経
済
、
文

化
の
巨
大
な
「
地
殻
変
動
（shake-out

）」
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
矛
盾
に
満
ち
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
「
地
殻
変
動
」
の
方
向
が
不
確
か
な
ま
ま
で
あ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
予
測
す
る
世
界
秩
序
、
そ
れ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
際
限
な
い
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考
え

る
か
で
あ
る
。
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
や
懐
疑
論
と
比
べ
る
と
、
変
容
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
将
来
の
道
筋
を
提
示
し
な
い
。
と
い
う
よ
り

も
、
説
明
で
き
な
い
、
と
述
べ
た
ほ
う
が
よ
い
。
例
え
ば
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
」
や
「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
明
」
の
よ
う
な
理
念
型
は
「
グ
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ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
」
と
の
関
係
で
現
在
を
診
断
し
よ
う
と
し
な
い
。
む
し
ろ
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
矛
盾
だ
ら
け
で
様
々
な
要
素
が
連

結
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
る
、
長
期
的
な
歴
史
過
程
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
将
来
を
予
測
す
る
こ
と
に
は
慎
重
で

あ
る
。
現
在
生
じ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
、
技
術
、
環
境
、
移
民
、
政
治
、
文
化
な
ど
に
よ
る
変
容
の
規
模
が
、
こ
れ
ま
で
人
類

は
経
験
し
て
い
な
い
現
象
で
あ
る
、
と
考
え
る
。

仮
に
単
一
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
も
、
そ
れ
は
ひ
と
つ
の
世
界
の
到
達
点
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
で
収
斂
し
た
姿

に
な
っ
た
証
拠
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
階
層
化
と
そ
れ
に
基
づ
く
変
容
と
結
び
つ
く
か
ら

で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
国
家
、
社
会
、
共
同
体
が
世
界
規
模
の
序
列
化
に
徐
々
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
同
時
に
、
他
方
で

中
心
と
周
辺
が
次
第
に
形
成
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
新
た
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
権
力
関
係
は
新
し
い
配
置
を
創
造
す
る
。
そ
し
て
中
心

－

周
辺
関
係
は
旧
来
の
地
理
上
の
概
念
で
は
な
く
、
世
界
経
済
を
分
割
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
今
後
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
構
造
に
お

い
て
、
中
心
の
サ
ー
ク
ル
の
も
と
に
三
層
が
配
置
さ
れ
る
。
三
層
と
は
、
個
々
の
エ
リ
ー
ト
を
代
表
す
る
国
家
の
領
域
（territory

）、

国
家
間
や
非
政
府
組
織
の
競
争
す
る
領
域
、
国
際
社
会
に
お
い
て
中
心
に
対
し
て
周
辺
化
し
た
領
域
で
あ
る
。

生
産
と
金
融
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
次
元
に
達
す
る
と
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
再
階
層
化
と
経
済
活
動
を
大
き
く
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

国
民
経
済
が
国
家
領
域
と
一
致
し
な
く
な
っ
た
の
で
、
国
民
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程
に
組
み
込
ま
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
グ
ロ

ー
バ
ル
経
済
の
生
産
、
交
換
、
金
融
の
シ
ス
テ
ム
は
、
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
と
場
所
を
左
右
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

変
容
論
に
は
、
各
国
政
府
の
権
力
、
機
能
、
権
威
の
あ
り
方
を
再
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
信
念
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
国
家
が

自
己
の
領
土
外
で
の
出
来
事
に
対
し
て
、
自
己
主
張
で
き
な
い
の
で
、
国
際
的
な
統
治
制
度
と
国
際
法
・
条
約
が
重
要
と
な
る
。
こ
の

典
型
例
は
Ｅ
Ｕ
で
あ
る
。
主
権
が
グ
ロ
ー
バ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
の
各
当
局
に
分
配
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
で
も
同
じ
で
あ
る
。
国
家
は
も
は
や
領
土
内
で
生
じ
る
事
柄
に
も
絶
対
的
な
支
配
権
を
行
使
で
き
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
金
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融
か
ら
環
境
保
全
ま
で
の
問
題
で
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は
世
界
の
各
地
の
共
同
体
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
運
輸
と
情
報
・
伝
達
手
段
の
社
会
資
本
整
備
は
、国
境
を
超
越
す
る
経
済
、政
治
、文
化
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の
新
形
態
を
支
え
て
い
く
。

近
代
の
主
権
国
家
が
創
り
出
し
た
統
治
制
度
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
組
織
と
乖
離
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
主

権
、
領
土
、
国
家
権
力
の
関
係
を
変
容
さ
せ
、
最
終
的
に
そ
れ
ら
を
「
解
体
」
に
至
ら
せ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
従
来
で
も
ほ
と
ん
ど
の
国

家
が
領
土
内
で
絶
対
的
な
主
権
を
実
行
し
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
実
際
、主
権
の
実
行
は
変
化
す
る
歴
史
的
現
実
に
対
応
し
て
き
た
、

と
述
べ
た
ほ
う
が
事
実
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
国
民
国
家
の
権
力
と
権
威
を
変
容
さ
せ
、
再
構
成
さ
せ
て

い
る
と
す
る
議
論
に
お
い
て
、
変
容
論
は
主
権
国
家
の
終
了
を
主
張
す
る
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
、
そ
れ
に
「
何
も
変
化
し
て
い
な
い
」
と

す
る
懐
疑
論
と
い
っ
た
両
説
を
退
け
て
い
る
。
そ
れ
ら
に
代
わ
っ
て
、
変
容
論
は
新
し
い
「
主
権
体
制
（sovereignity regim

e

）」

を
こ
れ
ま
で
の
国
家
に
置
き
替
え
た
概
念
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。

今
日
の
主
権
は
政
治
の
交
渉
力
と
い
う
よ
り
も
、
領
土
を
外
部
か
ら
守
る
（
経
済
・
政
治
・
文
化
の
）「
障
壁
」
と
理
解
さ
れ
る
。

領
土
的
境
界
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
で
は
次
第
に
そ
れ
自
体
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
現
代
の
生
活
空
間
が
拡

大
を
も
た
ら
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、主
権
、国
家
権
力
、領
土
、も
っ
と
単
純
化
す
れ
ば
国
境
（
線
）

の
持
つ
意
義
は
国
民
国
家
が
建
設
さ
れ
た
時
期
よ
り
も
、今
日
で
は
比
較
に
な
ら
な
い
ぐ
ら
い
複
雑
な
関
係
の
う
え
に
立
脚
し
て
い
る
。

実
際
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
新
し
い
「
主
権
体
制
」
だ
け
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
で
は
多
国
籍
企
業
、
国
家
を
超
え
た
連
帯
に

基
づ
く
社
会
運
動
、
国
際
機
関
な
ど
に
よ
る
非
領
土
的
な
社
会
、
経
済
、
政
治
の
組
織
と
い
う
形
態
を
登
場
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
意
味

で
は
、
権
威
が
ロ
ー
カ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
の
レ
ベ
ル
で
公
的
、
私
的
を
問
わ
ず
様
々
な
機
関
に
分
散

さ
れ
る
の
で
、
世
界
秩
序
は
国
家
中
心
や
国
家
支
配
に
基
づ
く
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
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（
五
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
は
現
代
の
基
本
的
な
争
点
の
い
く
つ
か
と
一
体
化
し
て
い
る
。
人
間
の
組
織
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
変
化
の
軌

跡
に
つ
い
て
の
重
要
な
疑
問
を
示
し
て
い
る
。
社
会
が
直
面
す
る
戦
略
的
選
択
と
政
治
行
動
の
可
能
性
を
定
義
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
の
で
、
政
治
的
議
論
の
諸
問
題
は
引
き
起
こ
さ
れ
る
［H

eld &
 M

cGew
, 2003

］。
多
く
の
ポ
イ
ン
ト
は
結
論
ま
で
の
過
程
を
強

調
す
る
こ
と
に
な
る
。

第
一
に
論
争
は
解
釈
に
疑
問
を
生
じ
さ
せ
る
。
最
も
決
定
的
な
証
拠
の
い
く
つ
か
の
概
念
化
と
解
釈
が
含
ま
れ
た
衝
突
が
あ
る
。
例

え
ば
、
懐
疑
論
は
、
多
国
籍
企
業
の
地
政
学
的
な
根
拠
と
貿
易
で
の
周
辺
的
な
変
化
を
理
由
と
し
て
、
生
産
と
貿
易
の
組
織
を
強
調
す

る
。
ま
た
、
国
益
と
文
化
的
伝
統
の
持
続
的
優
位
性
が
増
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
超
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
は
過
去
二
五
年
以
上
の
グ
ロ

ー
バ
ル
金
融
市
場
の
爆
発
的
な
成
長
と
金
融
の
規
制
緩
和
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
政
治
問
題
の
重
要
性
が
増
し
て
い

る
点
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
世
界
的
な
公
害
、
地
球
温
暖
化
、
金
融
危
機
な
ど
は
人
類
共
通
の
運
命
に
な
っ
て
い
る
。

第
二
に
各
理
論
の
相
違
も
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
共
通
基
礎
も
あ
る
。

① 

最
近
数
十
年
間
、
地
域
内
と
地
域
間
で
、
異
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
超
え
て
多
面
的
、
不
均
等
で
あ
る
が
、
経
済
的
連
結

が
成
長
し
て
い
る
。

② 

地
域
間
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
政
治
・
経
済
・
文
化
）
競
争
が
古
い
階
統
制
に
挑
戦
し
、
富
、
権
力
、
特
権
、
知
識
で
の
新
た
な
不
平

等
を
生
み
出
し
て
い
る
。

③ 

例
え
ば
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
な
ど
の
超
国
家
や
超
境
界
の
問
題
は
次
第
に
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
従

来
国
民
国
家
政
府
の
伝
統
的
な
役
割
・
機
能
・
制
度
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
疑
問
視
さ
れ
て
き
て
い
る
。

④ 

Ｅ
Ｕ
か
ら
Ｗ
Ｔ
Ｏ
ま
で
地
域
レ
ベ
ル
や
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
で
の
国
際
的
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
拡
大
が
存
在
し
て
い
る
。
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⑤ 

こ
れ
ら
の
展
開
は
政
治
、
経
済
、
文
化
の
変
化
を
考
え
る
、
新
し
い
様
式
を
必
要
と
す
る
。
効
果
的
、
政
治
的
規
制
や
民
主
的
な
説

明
責
任
の
可
能
性
と
形
態
に
つ
い
て
、
政
治
家
と
政
策
形
成
者
か
ら
の
対
応
が
必
要
と
さ
れ
る
。

第
三
に
論
争
は
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
学
ぶ
べ
き
も
の
が
多
く
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。
懐
疑
論
に
は
歴
史
的
な
深
さ
が
あ
り
、
も
し
超

グ
ロ
ー
バ
ル
論
が
適
切
に
維
持
さ
れ
る
な
ら
、
注
意
深
く
切
り
離
し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
は
、
た
と
え
こ
れ

ら
の
問
題
の
理
解
が
規
模
や
イ
ン
パ
ク
ト
を
誇
張
し
た
と
し
て
も
、
変
化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
性
質
、
技
術
的
変
化
の
拡
散

と
速
度
、
資
本
主
義
経
済
の
発
展
な
ど
の
空
間
的
な
権
力
組
織
で
進
行
す
る
、
重
大
な
変
容
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
四
に
論
争
で
生
じ
た
政
治
的
論
点
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
示
す
中
心
的
な
挑
戦
と
そ
の
批
判
と
し
て
、
何
を
考
え
る
べ
き
か
の
考
察

を
引
き
出
す
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
へ
の
視
点
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。

四　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
す
る
視
点

（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
国
民
国
家

各
国
政
府
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
自
己
の
戦
略
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
の
で
、
国
家
の
形
態
と
機
能
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適

応
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
具
体
的
な
戦
略
主
体
と
し
て
の
国
家
は
、
ネ
オ
リ
ベ
ラ
ル
の
最
小
国
家
モ
デ
ル
か
ら
、
経
済
拡
大
の
牽

引
役
の
政
府
を
持
つ
開
発
国
家
や
、
調
整
と
行
動
を
促
す
政
府
を
持
つ
媒
介
国
家
ま
で
多
様
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
政
府
は
国
境
を
交
差

す
る
問
題
を
効
果
的
に
管
理
す
る
た
め
に
協
力
し
、国
際
的
な
協
調
体
制
を
構
築
す
る
た
め
に
国
外
に
目
を
向
け
ざ
る
を
え
な
い
。「
国

家
の
終
わ
り
」
を
想
像
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
よ
り
、
国
家
は
適
合
す
る
戦
略
空
間
を
発
見
し
、
あ
る
時
点
で
は
行
動
に
出
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
る
。
だ
か
ら
、
国
民
国
家
の
権
力
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
減
少
す
る
の
で
は
な
く
、
反
対
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て

複
雑
に
な
っ
た
統
治
過
程
に
対
応
す
る
た
め
に
、
も
う
一
度
検
討
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
［H

eld, 1984, 230

］。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
重
要
な
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程
は
、
近
年
の
社
会
変
動
に
お
い
て
、
国
民
国
家
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
？
」
で
あ
る
。
経
済
、
政
治
、
文
化
の
各
分
野
か
ら
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

経
済
分
野
に
お
い
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
経
済
的
な
価
値
の
生
産
と
交
換
が
増
大
す
る
制
度
を
説
明
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
て
き
た
。

そ
れ
は
金
融
の
流
れ
、
貿
易
規
制
の
撤
廃
、
資
本
・
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
労
働
力
の
流
動
化
を
増
大
さ
せ
、
世
界
規
模
で
自
由
貿
易
競

争
の
質
的
に
異
な
る
体
制
の
「
転
換
」、
国
民
間
の
経
済
活
動
の
「
再
配
置
」
で
具
体
化
さ
せ
て
い
る
。

政
治
分
野
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
民
国
家
の
弱
体
化
、
旧
来
か
ら
の
社
会
的
、
政
治
的
な
正
統
性
の
喪
失
を
引
き
起
こ
す

現
象
を
と
も
な
う
。
国
民
国
家
内
の
脱
中
央
集
権
化
は
、
国
家
単
位
以
前
の
古
い
制
度
的
な
単
位
を
甦
ら
せ
る
、
と
同
時
に
国
境
を
超

越
し
た
、
新
し
い
国
際
的
な
制
度
を
創
造
す
る
試
み
で
も
あ
る
［cf., Beck, 1997 

］。

文
化
分
野
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
情
報
の
自
由
な
、
即
時
の
循
環
と
結
合
す
る
。
伝
統
的
な
文
化
の
一
体
感
へ
の
脅
威
、

そ
し
て
文
化
の
世
界
規
模
的
な
同
質
性
や
、
い
わ
ゆ
る
「
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
化
」
と
連
動
す
る
社
会
的
凝
集
性
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
産
物
」

と
し
て
の
商
品
と
サ
ー
ビ
ス
の
世
界
市
場
に
向
け
て
の
傾
向
が
あ
る
（
例
、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
、
コ
ー
ラ
）。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
世
界
市
場
を
中
心
に
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
諸
関
係
に
お
い
て
体
系
化
、
競
争
化
、
浸
透
化
が
顕
著
に
な

る
こ
と
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
自
治
的
、自
決
的
な
国
民
経
済
と
国
民
政
府
の
権
力
基
盤
の
崩
壊
を
必
然
的
に
導
く
は
ず
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
自
治
的
な
主
権
を
持
っ
た
実
体
と
し
て
の
国
民
国
家
が
解
体
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
積
極
的
、
肯
定
的
な
「
予
測
」
は
、
大
前
研
一
［
一
九
八
六
、
第
一
章
］
の
よ
う
な
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
た
ち

の
主
張
に
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
、新
古
典
経
済
学
派
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、地
球
上
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
連
結
が
必
然
で
あ
る
、と
主
張
す
る
。

ま
た
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
は
国
家
や
そ
の
政
策
に
は
左
右
さ
れ
な
い
論
理
を
私
た
ち
に
強
要
す
る
。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
に
お
い
て
、
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市
場
は
最
高
の
立
場
を
占
め
る
。
だ
か
ら
、
国
家
が
世
界
市
場
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
の
は
不
可
能
と
な
り
、
一
国
単
位
の
発
想
は
成

り
立
た
な
く
な
る
。
こ
の
主
張
を
敷
衍
す
れ
ば
、
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
政
治
経
済
状
況
に
お
い
て
、
国
民
国
家
は
消
滅
す

る
か
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
お
い
て
補
助
的
な
役
割
し
か
担
え
な
く
な
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
福
祉
国
家
、
そ
れ
を
支
え

る
理
念
で
あ
る
、
伝
統
的
な
社
会
民
主
主
義
や
温
情
的
保
守
主
義
な
ど
の
志
向
は
有
効
性
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
福
祉
サ

ー
ビ
ス
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
に
お
い
て
遂
行
す
る
企
業
の
負
担
（
労
働
コ
ス
ト
）
と
国
家
の
負
担
（
財
政
赤
字
）
を
膨
張
さ
せ
る
結

果
と
な
る
、
と
説
明
さ
れ
る
［cf.Sykes, Palier and Prior, 2001

］。
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
経
済
分
野
だ
け
で
、
そ
れ
も
超
グ

ロ
ー
バ
ル
論
の
見
解
だ
け
で
こ
の
事
情
を
説
明
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

（
二
）
変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
バ
ラ
ン
ス

　

現
在
の
国
際
関
係
を
考
え
る
場
合
、
経
済
面
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
は
否
定
し
が
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
は
あ
ら
ゆ

る
レ
ベ
ル
で
政
治
に
影
響
し
て
く
る
。
経
済
と
政
治
の
関
係
と
が
密
接
に
影
響
し
あ
う
こ
と
を
認
め
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
国
際

政
治
を
ど
の
よ
う
に
構
造
化
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
明
解
な
回
答
は
ま
だ
出
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

国
民
経
済
は
国
際
貿
易
シ
ス
テ
ム
の
発
展
を
通
じ
て
、
徐
々
に
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
に
統
合
さ
れ
て
き
た
。
経
済
交
流
は
国
境
を
も
は

や
考
慮
し
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
冷
戦
終
了
で
い
っ
そ
う
加
速
さ
れ
た
感
が
あ
る
。
経
済
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
全
体
の
中
で
相
互
依
存
を

強
め
て
い
る
。

多
元
主
義
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
登
場
は
国
際
的
な
調
和
と
そ
れ
へ
の
意
思
を
増
加
さ
せ
、
経
済
的
な
不
平
等

を
減
少
さ
せ
る
た
め
に
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
自
由
貿
易
（free trade

）
は
、「
国
家
間
の
貿
易
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
、
関
税

や
保
護
主
義
な
ど
で
制
約
を
受
け
な
い
こ
と
」
で
あ
る
。
自
由
主
義
者
は
自
由
貿
易
を
重
視
し
、
経
済
上
の
相
互
依
存
の
長
所
を
強
調
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す
る
。
各
国
家
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
に
適
し
た
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
特
化
し
た
形
（
国
際
分
業
）
で
生
産
し
、
貿
易
を
行
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
こ
と
で
国
家
ご
と
に
相
互
の
利
益
を
確
保
し
、
自
由
貿
易
は
国
際
紛
争
や
戦
争
を
減
ら
す
の
で
、
相
互
依
存
を
ま
す
ま
す

促
進
す
る
。
そ
の
意
味
で
、冷
戦
終
了
後
に
国
際
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
は
「
第
三
世
界
」

や
旧
「
第
二
世
界
」
に
も
拡
大
し
、
世
界
経
済
を
次
第
に
統
合
し
、
物
質
的
豊
か
さ
を
増
進
し
、
利
益
の
予
定
調
和
を
生
み
出
す
こ
と

を
約
束
す
る
か
、
に
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
楽
観
的
な
観
測
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
は
強
者
に
都
合
の
よ
い
論
理
で
し
か
な
い
。
つ
ま
り
、「
北
」
の

先
進
国
は
豊
か
さ
を
享
受
し
、「
南
」
の
途
上
国
は
貧
困
状
態
を
強
い
ら
れ
る
現
実
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
（３）
。

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
重
要
な
特
徴
の
一
つ
に
、
多
国
籍
企
業
（
Ｍ
Ｎ
Ｃ
）
の
存
在
が
あ
る
。
多
国
籍
企
業
は
あ
る
国
家
よ
り
も

経
済
力
が
あ
る
場
合
が
あ
る
し
、
あ
る
国
家
を
事
実
上
支
配
す
る
こ
と
も
あ
る
。
現
在
、
多
国
籍
企
業
は
世
界
市
場
を
相
当
程
度
、
支

配
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
自
動
車
産
業
の
ゼ
ネ
ラ
ル
・
モ
ー
タ
ー
ズ
や
フ
ォ
ー
ド
、
石
油
産
業
の
エ
ッ
ソ
、
シ
ェ
ル
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ペ
ト
ロ
リ
ア
ム
（
Ｂ
Ｐ
）、
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
の
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
、
情
報
部
門
で
の
ア
メ
リ
カ
電
信
電
話
会
社
（
Ａ
Ｔ
＆
Ｔ
）、
世
界

の
主
要
銀
行
な
ど
で
あ
る
。

国
家
を
単
位
と
す
る
企
業
は
そ
の
国
の
労
働
者
（
労
働
組
合
）
と
交
渉
せ
ざ
る
を
え
な
い
し
、
国
内
か
ら
別
の
圧
力
も
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
既
存
の
政
治
的
枠
組
み
の
拘
束
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
多
国
籍
企
業
は
貧
し
い
国
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
程
の
経
済
力
を
身
に
つ
け
て
い
る
。そ
の
超
国
家
組
織
は
国
民
国
家
政
府
や
地
域
社
会
か
ら
経
済
力
を
奪
い
取
り
、

経
済
の
バ
ラ
ン
ス
を
変
え
て
し
ま
う
。
多
国
籍
企
業
は
自
力
で
経
済
を
再
配
置
す
る
選
択
権
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
国
の
政
権
を
自
己

流
に
変
更
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
現
代
の
マ
ル
ク
ス
主
義
者
に
よ
れ
ば
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
「
多
国
籍
企
業
の
市
場
支
配

力
」
に
従
属
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
は
究
極
的
に
は
、
国
際
的
な
資
本
家
階
級
の
利
益
に
貢
献
し
て
い
る
。
こ
の
現
象
は
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途
上
国
を
搾
取
す
る
現
実
に
も
見
ら
れ
る
。
多
国
籍
企
業
は
途
上
国
に
長
期
投
資
を
行
い
、
途
上
国
に
決
定
権
を
移
す
こ
と
な
く
安
価

な
労
働
力
や
低
生
産
コ
ス
ト
の
資
源
を
提
供
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
議
論
は
「
新
植
民
地
論
」
と
同
じ
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
積
極
的
に
支
持
す
る
見
解
に
は
、経
済
的
な
交
流
上
の
協
力
と
調
和
を
安
易
に
支
持
す
る
傾
向
が
あ
る
。
特
に
、

ネ
オ
リ
ベ
ラ
リ
ス
ト
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
論
理
的
な
矛
盾
が
あ
る
。
例
え
ば
国
際
貿
易
そ
の
も
の
に
は
緊
張
を
生
む
素
地
が
あ

る
こ
と
へ
の
認
識
が
欠
け
て
い
る
。
各
国
政
府
あ
る
い
は
企
業
は
一
方
で
あ
る
国
の
市
場
に
参
入
し
た
い
意
図
が
あ
る
と
し
て
も
、
他

方
で
別
の
国
と
の
競
争
か
ら
自
国
市
場
を
保
護
し
た
い
願
望
が
あ
る
。
一
九
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
、
二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
経
済
的
に
世
界
市
場
を
支
配
す
る
大
国
が
自
由
貿
易
を
主
張
し
て
き
た
。
た
だ
し
、
大
国
が
常
に
協
調
す
る

と
は
限
ら
な
い
。
大
国
が
経
済
力
の
弱
い
国
家
に
市
場
開
放
を
働
き
か
け
、
そ
し
て
世
界
経
済
の
中
心
に
位
置
す
る
経
済
大
国
が
経
済

的
に
自
立
で
き
な
い
国
々
を
支
配
し
て
き
た
。
あ
る
地
域
の
貧
困
や
あ
る
国
家
の
低
い
生
産
水
準
は
、
途
上
国
を
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の

枠
組
み
の
中
で
周
辺
化
に
固
定
す
る
傾
向
が
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
経
済
競
争
上
の
緊
張
関
係
は
東
西
対
立
だ
け
で
な
く
、
南
北
対
立

の
条
件
で
生
じ
る
。
た
だ
し
、
先
進
国
だ
け
が
途
上
国
に
一
方
的
に
支
配
す
る
構
図
に
な
る
と
は
限
ら
な
い
。
そ
の
関
係
は
相
対
的
で

あ
っ
て
も
絶
対
的
で
は
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
は
一
見
す
る
と
、
一
極
的
な
様
相
を
示
し
そ
う
だ
が
、
現
実
に
は
そ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル

化
し
た
経
済
は
否
定
で
き
な
い
が
、
懐
疑
論
の
主
張
す
る
形
で
競
合
す
る
貿
易
ブ
ロ
ッ
ク
を
結
成
す
る
こ
と
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、
ひ
と
つ
の
場
だ
け
で
な
く
多
極
化
し
た
世
界
経
済
で
あ
る
。
こ
れ
は
ブ
ロ
ッ
ク
内
で
の
自
国
経
済
の
保
護
を
重
視
す
る

こ
と
に
な
り
、
ブ
ロ
ッ
ク
外
の
存
在
を
排
除
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
傾
向
は
「
要
塞
化
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
を
創
造
し
よ
う
と
す
る

Ｅ
Ｕ
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
に
北
米
大
陸
の
経
済
ブ
ロ
ッ
ク
化
を
図
る
北
米
自
由
貿
易
協
定
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
に
見
ら
れ
る
。

一
九
九
三
年
、Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ（
一
九
九
五
年
か
ら
世
界
貿
易
機
構
Ｗ
Ｔ
Ｏ
）の
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
が
成
立
し
た
。
こ
れ
は「
世
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界
経
済
戦
争
」
を
食
い
止
め
る
シ
ナ
リ
オ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
バ
ラ
ン
ス
が
変
化
す
る
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
か

っ
た
。
経
済
成
長
は
西
側
経
済
先
進
国
で
は
停
滞
し
て
い
る
が
、
新
産
業
諸
国
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
）、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
、「
世
界
の
工
場
」

に
な
っ
た
中
国
に
お
い
て
急
成
長
を
経
験
し
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
経
過
の
帰
結
と
し
て
、
世
界
市
場
の
競
争
に
生
き
残
る
た
め
に
、

先
進
諸
国
が
自
国
の
労
働
市
場
を
も
っ
と
柔
軟
化
し
、
生
産
費
用
を
削
減
す
る
方
法
を
見
つ
け
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
の
進
展
で
は
、経
済
ア
ク
タ
ー
と
し
て
国
民
国
家
が
将
来
に
お
い
て
消
滅
す
る
こ
と
を
仮
定
し
そ
う
だ
が
、

果
た
し
て
そ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
確
か
に
、経
済
的
な
主
権
思
想
は
「
歴
史
の
ゴ
ミ
箱
」
入
り
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
一
国
の
経
済
政
策
を
余
分
な
も
の
と
す
る
よ
り
、
そ
の
意
味
を
変
更
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
画
像
で
地
球
上
を
駆
け
巡
る
こ
と
が
で
き
、
金
融
市
場
が
地
球
の
反
対
側
で

危
機
に
対
応
す
る
と
き
、
各
国
政
府
は
競
争
や
リ
ス
ク
回
避
の
た
め
に
奔
走
す
る
こ
と
を
強
い
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
現
在
の
世
界
で

は
当
然
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
国
単
位
を
前
提
と
す
る
国
民
国
家
と
矛
盾
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
点
か
ら
も
国
民
国
家

は
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

世
界
の
ど
こ
か
で
経
済
・
財
政
・
金
融
危
機
が
生
じ
れ
ば
、
そ
れ
は
世
界
中
に
悪
影
響
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
。
そ
の
危
機
に
国
際

社
会
で
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
相
互
依
存
の
状
態
に
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
危
機
発
生
源
や
救
済
措
置
策
は
国
家
（
そ
れ
は
民

主
国
家
で
あ
れ
ば
政
府
を
通
じ
て
国
民
）
の
意
思
決
定
に
依
存
す
る
事
態
は
当
分
の
間
、
続
か
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
で
の
成
功
は
、
イ
ン
フ
ラ
、
教
育
、
訓
練
と
い
っ
た
「
投
資
」
を
必
要
と
す
る
。
そ
れ
は
国
家
に
よ
る
積
極
的

な
政
策
を
必
要
と
す
る
。
ま
た
、
国
家
は
輸
出
産
業
を
育
成
し
、
各
国
間
の
国
力
上
の
差
異
を
作
り
出
し
て
い
る
。
国
民
レ
ベ
ル
の
諸

過
程
は
徐
々
に
グ
ロ
ー
バ
ル
な
過
程
で
無
用
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
も
っ
と
正
確
に
述
べ
れ
ば
、
国
民
国
家
の
役
割
は
旧
来
の
あ
り
方

と
は
随
分
変
わ
っ
て
き
た
。
現
在
の
「
世
界
市
場
」
は
、
ロ
ー
カ
ル
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
要
素
が
相
互
作
用
す
る
経
済
シ
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ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
理
解
す
る
各
国
政
府
が
、
そ
れ
に
適
し
た

方
向
を
見
つ
け
る
能
力
を
発
揮
す
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
政
治
分
析
で
は
、
国
民
国
家
の
単
位
が
ま
だ
有
効

と
考
え
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
［
ド
ラ
ッ
カ
ー
、
一
九
九
七
］。

（
三
）
地
域
・
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
を
超
え
る
反
面
、
地
域
的
、
あ
る
い
は
視
点
を
変
え
て
人
々
の
内
省
的
な
考
え
方
を
促
進
し
て
い
る
こ
と
も

あ
る
［
梶
田
、
一
九
九
二
年
］。
国
際
問
題
へ
の
対
処
は
、
国
家
あ
る
い
は
国
際
機
関
が
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
［
ケ
ネ
デ
ィ
、

一
九
九
三
年
下
巻
］。
他
方
、
各
国
の
中
央
政
府
の
政
治
家
・
官
僚
・
エ
リ
ー
ト
た
ち
に
限
界
が
あ
る
と
し
て
、
も
っ
と
ロ
ー
カ
ル
な

立
場
か
ら
の
発
言
も
あ
る
。
こ
れ
は
中
央
政
府
を
通
過
せ
ず
、
国
内
各
地
域
レ
ベ
ル
で
の
協
力
が
国
境
を
超
え
て
連
帯
し
た
形
を
採
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
ブ
ル
タ
ー
ニ
ャ
、
カ
タ
リ
ュ
ニ
ャ
な
ど
の
地
域
で
は
、
近
年
、
地
域
言
語
が

復
活
し
て
い
る（
地
域
文
化
の
尊
重
）。
従
来
、人
工
的
な
国
民
国
家
へ
の
反
発
、そ
の
反
動
が
地
域
文
化
と
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ（ethnicity

）

の
見
直
し
へ
の
動
き
を
駆
り
立
て
て
い
る
。
経
済
で
は
決
定
す
る
権
威
の
変
動
が
あ
っ
て
も
、
物
事
を
決
定
す
る
に
は
よ
り
深
い
精
神

的
な
基
盤
を
必
要
と
す
る
。
後
者
の
点
で
、
例
え
ば
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
民
族
主
義
者
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
独
立
し
よ
う
と
す
る
が
、
Ｅ
Ｕ

の
一
員
で
あ
り
た
い
と
い
う
願
望
が
ま
さ
に
そ
の
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
ス
イ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
の
国
境
を
越
え

た
ラ
イ
ン
川
流
域
開
発
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
都
か
ら
見
れ
ば
国
境
近
く
に
あ
る
周
辺
地
域
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
国
境
を
越
え
て
経
済

協
力
す
る
国
境
横
断
事
業
で
、
各
国
政
府
か
ら
独
立
し
た
動
き
で
も
あ
る
。

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
国
民
国
家
と
は
異
な
る
次
元
で
あ
り
、
自
分
た
ち
の
居
場
所
を
確
保
す
る
組
織
・
地
域
を
求
め
て
い
る
。
冷
戦
体

制
は
地
球
化
と
地
域
化
と
い
う
二
側
面
を
「
凍
結
状
態
」
に
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
は
チ
ェ
コ
と
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
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が
分
離
せ
ず
に
ひ
と
つ
の
国
家
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
情
は
冷
戦
下
の
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
の
も
と
で
単
一
国
家
と
し
て
ま
と
め
ら
れ

た
か
ら
で
あ
る
。
ラ
ト
ビ
ア
共
和
国
で
の
ラ
ト
ビ
ア
人
と
ロ
シ
ア
人
と
の
緊
張
は
、
旧
ソ
連
を
構
成
し
て
い
た
中
央
ア
ジ
ア
諸
国
内
の

民
族
問
題
も
同
様
の
事
柄
で
あ
り
、
そ
れ
が
表
面
化
し
な
か
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

冷
戦
時
代
は
そ
れ
な
り
の
「
安
定
」
を
維
持
し
て
い
た
。
こ
れ
は
国
内
政
治
に
も
影
響
し
て
い
た
。
イ
タ
リ
ア
で
は
戦
後
長
く
キ
リ

ス
ト
教
民
主
党
（
Ｄ
Ｃ
）
が
政
権
中
枢
に
位
置
し
、
冷
戦
構
造
の
反
共
体
制
の
国
内
版
を
支
え
て
い
た
。
こ
れ
に
は
ア
メ
リ
カ
や
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
も
承
認
し
て
い
た
。
そ
れ
が
西
側
陣
営
内
部
の
協
調
を
維
持
す
る
に
は
、
外
部
の
冷
戦
体
制
に
よ
っ
て
国
内
問
題
を
押
さ
え
込
ん

で
い
た
。
日
本
で
も
冷
戦
構
造
が
投
影
し
た
「
五
五
年
体
制
」
は
冷
戦
終
了
後
に
崩
壊
し
た
。
こ
れ
ら
は
偶
然
の
一
致
で
は
な
い
。
冷

戦
後
、
国
内
政
治
の
本
質
的
部
分
が
浮
か
び
上
が
り
、
国
民
は
そ
の
旧
態
依
然
と
し
た
政
治
手
法
に
飽
き
は
じ
め
、
は
っ
き
り
と
不
満
、

不
平
を
表
明
し
始
め
た
の
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
国
民
国
家
を
前
提
し
た
国
際
政
治
を
弱
め
た
、
と
も
言
え
る
。

冷
戦
は
文
化
・
地
域
・
言
語
の
多
様
性
も
凍
結
し
て
い
た
。
西
側
諸
国
は
ソ
連
側
か
ら
の
挑
戦
へ
の
対
抗
上
、
団
結
す
る
必
要
が
あ

っ
た
。
あ
る
意
味
で
、
冷
戦
は
変
化
の
可
能
性
を
抑
制
し
て
き
た
。
例
え
ば
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
は
対
ソ
軍
事
戦
略
上
、
重
要
視
さ
れ
、

米
・
英
の
潜
水
艦
の
軍
港
と
空
軍
基
地
が
あ
っ
た
が
、
冷
戦
後
、
そ
の
基
地
は
そ
の
重
要
性
を
失
っ
た
。
ま
た
、
冷
戦
終
了
か
ら
予
測

で
き
な
い
変
化
も
生
じ
た
。
一
方
で
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
が
Ｅ
Ｕ
へ
と
統
合
を
進
め
よ
う
と
す
る
が
、
他
方
で
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の

よ
う
に
ま
っ
た
く
反
対
の
解
体
と
い
う
動
き
を
示
し
た
場
合
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
民
国
家
を
超
え
て
ロ
ー
カ
ル
な
単
位
の
地
域
統
合

が
進
展
す
る
、
と
同
時
に
各
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
固
有
の
主
張
を
明
確
に
し
だ
し
た
。

一
九
八
〇
年
代
後
半
、
Ｅ
Ｕ
は
バ
ラ
色
の
構
想
を
持
っ
て
統
合
を
推
進
し
、
マ
ー
ス
ト
リ
ヒ
ト
条
約
に
お
い
て
さ
ら
に
貿
易
・
金
融
・

商
品
・
サ
ー
ビ
ス
・
労
働
の
移
動
に
つ
い
て
障
壁
を
撤
廃
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
Ｅ
Ｕ
は
ア
メ
リ
カ
の
資
本
や
日
本
の
技
術
に
対
抗

し
た
「
大
き
な
市
場
」
の
統
合
に
な
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
前
半
の
経
済
悪
化
、
国
内
政
治
の
不
安
、
移
民
・
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外
国
人
労
働
者
の
排
斥
、
ロ
シ
ア
・
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
社
会
不
安
と
い
っ
た
悲
観
論
や
不
信
論
は
表
面
化
し
て
い
る
。
と
は
い
え
、

こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
の
発
展
で
周
期
的
に
繰
り
返
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
再
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
そ
の
相
違
を
認
め
合
っ
て
共
存
す
る
考
え
が
定

着
す
る
で
あ
ろ
う
［
ケ
ネ
デ
ィ
、
一
九
九
三
年
上
巻
］。

（
四
）
「
特
異
性
」
の
膨
張

旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
は
か
つ
て
民
族
・
宗
教
・
言
語
・
伝
統
・
人
種
・
国
籍
・
文
化
を
克
服
し
た
国
民
国
家
と
見
な
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
解
体
は
長
年
に
わ
た
る
亀
裂
が
人
々
の
心
を
分
断
し
て
い
る
事
実
を
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
同
様
な
事
柄
は
、
チ
ェ
コ

と
ス
ロ
バ
キ
ア
の
よ
う
に
分
離
、
分
離
に
至
ら
な
く
と
も
ス
ペ
イ
ン
で
の
バ
ス
ク
人
の
独
立
行
動
、
カ
タ
リ
ュ
ニ
ャ
人
の
自
治
権
要
求

の
運
動
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
宗
教
も
絡
ん
だ
民
族
対
立
に
も
見
ら
れ
る
。
当
然
、
近
年
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
人
々
は
国
民
国
家
内
に
文
化
・
宗
教
・
人
種
の
溝
が
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
始
め
た
の
で
あ
る
［
梶
田
、
一
九
九
三
年
、

古
田
、
二
〇
〇
八
年
参
照
］。

ソ
連
と
い
う
脅
威
が
な
く
な
る
ま
で
「
西
側
民
主
主
義
」
を
強
調
し
た
の
は
、
ソ
連
と
い
う
「
脅
威
の
存
在
」
の
誇
張
へ
の
裏
返
し

で
あ
っ
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
ソ
連
と
い
う
外
的
脅
威
が
消
滅
し
た
現
在
、
民
主
的
、
多
元
的
な
社
会
が
成
立
す
る
か
否
か
が
試
さ
れ

る
時
代
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
冷
戦
期
に
国
家
と
い
う
枠
組
み
に
抑
え
込
ま
れ
た
、
個
々
の
相
違
が
、
本
当
の
意
味
で
理
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
負
の
方
向
に
進
め
ば
、
民
主
的
、
多
元
的
な
秩
序
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

自
己
の
考
え
方
を
育
む
の
は
、
自
ら
が
一
体
感
を
持
つ
固
有
文
化
で
あ
る
。
そ
れ
を
他
と
の
違
い
と
し
て
「
特
異
性

（distinctiveness

）」
と
述
べ
る
な
ら
、
歴
史
や
文
化
が
異
な
れ
ば
、
他
と
の
差
異
は
生
ま
れ
る
。
各
社
会
に
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る

よ
う
に
、
ど
の
国
家
、
社
会
、
集
団
に
も
「
特
異
性
」
が
存
在
す
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
点
を
留
意
す
べ
き
、
と
同
時
に
強
調
し
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す
ぎ
る
危
険
性
を
認
識
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
々
は
「
特
異
な
役
割
」
を
担
う
と
思
い
込
み
が
ち
で
あ
る
。
私
た
ち
は
、歴
史
か
ら
個
々

の
「
特
異
性
」
に
反
す
る
文
化
を
排
除
、
拒
否
し
て
き
た
歴
史
を
学
ん
で
い
る
な
ら
、
文
化
的
に
盲
目
的
、
あ
る
い
は
誇
張
し
す
ぎ
る

こ
と
が
、
い
か
に
危
険
な
考
え
か
を
知
っ
て
い
る
。

国
民
国
家
は
人
口
爆
発
・
環
境
保
護
・
経
済
発
展
を
論
じ
る
に
は
す
で
に
小
さ
す
ぎ
る
単
位
に
な
っ
て
い
る
［
ケ
ネ
デ
ィ
、

一
九
九
三
年
上
巻
］。
こ
の
よ
う
な
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト
レ
ン
ド
」
に
対
応
す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ
る
べ
き
で
あ
り
、
ど

の
よ
う
な
機
関
が
管
理
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
国
連
は
冷
戦
時
代
に
は
大
国
の
論
理
を
中
心
に
討
議
す
る
場
で
あ
っ
た
。
国
連
の
安
全

保
障
理
事
会
に
は
協
調
性
が
存
在
し
な
か
っ
た
。
冷
戦
後
、
国
連
は
本
来
の
役
立
つ
組
織
に
戻
ろ
う
と
し
た
。
安
保
理
は
世
界
の
安
全

を
秩
序
づ
け
、
国
連
平
和
維
持
活
動
は
権
威
と
財
力
を
保
証
さ
れ
、
国
連
機
関
は
環
境
破
壊
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
取
り
組
め

る
と
考
え
ら
れ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
う
な
っ
て
は
い
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
に
取
り
組
む
国
際
機
関
は
、
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
カ
ネ
を
投
入
す
る
こ
と
で
、
地
球
全
体
に
関
わ
る
諸
問
題
（
例
、

温
暖
化
、
人
口
、
貧
困
な
ど
）
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
新
し
い
問
題
が
次
々
と
出
現
す
る
中
で
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
特

異
性
」
へ
の
課
題
も
含
め
て
、
そ
の
解
決
に
優
先
順
位
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
決
め
る
か
も
大
き
な
問
題

と
な
る
。
こ
れ
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
課
題
で
あ
る
。

　

五　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
論
点

Ｄ
・
ヘ
ル
ド
と
Ａ
・
マ
ク
グ
ル
ュ
ー
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
す
る
論
争
で
は
、
五
つ
の
視
点
か
ら
考
え
る
必
要

が
あ
る
、
と
述
べ
る
。
そ
れ
は
（
一
）
概
念
化
、（
二
）
因
果
関
係
、（
三
）
時
代
区
分
、（
四
）
イ
ン
パ
ク
ト
、（
五
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
軌
道
、
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
を
ど
う
理
解
す
る
か
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
説
明
が
異
っ
て
く
る
。
以
下
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の



47 ―― グローバル化論

論
点
を
整
理
し
て
お
こ
う ［H

eld and M
cGrew

, 1999, 10-14

］。

（
一
）
概
念
化

さ
き
の
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
、
懐
疑
論
、
変
容
論
の
三
つ
の
理
論
が
ど
れ
だ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
有
効
に
説
明
で
き
る
か
を
検
証
す
る

作
業
を
必
要
と
す
る
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
モ
デ
ル
の
予
備
的
な
作
業
と
も
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
諸
条
件
を
厳
密
に
適
応
す
る
と
、

三
つ
の
見
解
は
成
立
し
な
く
な
る
。
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
に
よ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
「
完
全
な
競
争
」
に
基
づ
か
な
い
な
ら
、
そ

し
て
一
国
の
市
場
で
も
完
全
な
競
争
で
も
な
い
な
ら
、「
世
界
市
場
」を
ひ
と
つ
の
完
全
な
市
場
と
は
見
な
す
こ
と
は
で
き
そ
う
に
な
い
。

懐
疑
論
の
主
張
す
る
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
ひ
と
つ
の
市
場
は
ま
だ
成
立
し
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
懐
疑
論
自
体
だ
け

で
有
効
に
説
明
で
き
る
か
も
疑
問
が
残
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
・
ト
レ
ン
ド
の
統
計
的
な
証
拠
に
よ
っ
て
、
確
か
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
確
認
で
き
る
が
、
そ
の
反
対
の
場
合
も
証
明
す

る
こ
と
に
も
な
る
。
例
え
ば
、
世
界
で
母
語
と
し
て
第
一
言
語
に
英
語
よ
り
中
国
語
を
話
す
人
口
が
多
数
か
も
し
れ
な
い
が
、
中
国
語

が
世
界
共
通
言
語
で
あ
る
と
論
拠
を
ま
だ
裏
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
八
九
〇
年
代
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
貿
易
や
国
内
総

生
産
（
Ｇ
Ｎ
Ｐ
）
の
比
率
が
一
九
九
〇
年
代
の
そ
れ
ら
と
類
似
す
る
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
が
両
時
代
に
与
え
た
社
会
的
、
政
治
的
イ

ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
は
同
じ
だ
と
は
明
ら
か
に
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

変
容
論
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
ひ
と
つ
の
固
定
的
、
決
定
的
、
歴
史
的
な
「
目
的
地
」
を
持
た
な
い
道
程
と
見

な
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ひ
と
つ
の
方
向
に
進
み
、
あ
る
い
は
単
一
の
「
理
想
的
条
件
」（
例
、
完
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
）

で
理
解
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
変
容
論
に
と
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
先
行
き
の
知
れ
な
い
、
か
つ
終
わ
り
の
な
い
歴
史
過
程
だ
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
で
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
」
と
い
う
問
い
か
け
に
対
す
る
回
答
に
な
り
そ
う
に
な
い
。
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超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
と
懐
疑
論
は
、
国
際
社
会
の
性
格
と
権
力
の
実
行
で
生
じ
る
質
的
な
移
行
に
関
心
が
あ
る
の
で
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル

論
と
懐
疑
論
が
経
済
と
文
化
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
社
会
生
活
の
様
々
な
側
面
に
お
い
て

個
々
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
単
一
か
複
合
か
の
条
件
で
理
解
で
き
る
か
ど
う
か
で
は
疑
問
が
残
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
者
が
取
り
上
げ

る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
争
点
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
引
き
起
こ
す
現
象
は
（
政
治
、
軍
事
、
法
律
、
環
境
、
移
民
、
犯

罪
な
ど
を
含
む
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
社
会
の
中
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
が
、
そ
の
こ
と
は
極
め
て
分
化
し
た
過
程
の
中
、
具

体
的
な
出
来
事
と
直
面
し
な
い
か
ぎ
り
、
私
た
ち
は
実
感
で
き
る
わ
け
で
な
い
。
だ
か
ら
、
純
粋
に
経
済
や
文
化
の
現
象
で
あ
る
と
仮

定
す
る
根
拠
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
そ
れ
を
概
観
す
る
よ
り
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
個
別
事
例
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
因
果
関
係
と
そ
れ
ら
を
含
め
た
う
え
で
、
個
々
の
理
論
的
な
検
討
が

結
論
を
出
す
際
に
必
要
と
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
は
、
適
切
な
証
明
と
推
論
に
基
づ
い
た
争
点
の
重
要
さ
に
力
点
を
お
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

（
二
）
因
果
関
係

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
で
は
因
果
関
係
が
争
点
と
な
る
。
つ
ま
り
、
何
を
も
っ
て
起
点
か
ら
終
点
へ
の
過
程
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
の

か
、
で
あ
る
。
こ
の
質
問
に
回
答
す
る
際
に
二
つ
の
点
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
資
本
主
義
や
科
学
技
術
の
進
展
の
よ
う
な

理
由
か
ら
説
明
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
第
二
は
技
術
の
進
歩
、
市
場
力
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
政
治
的
決
定
を
含
め
た
諸
要
因
と
結
び
つ
い

た
結
果
だ
と
説
明
す
る
点
で
あ
る
。後
者
の
説
明
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
単
一
の
因
果
関
係
と
錯
綜
し
た
因
果
関
係
の
ち
が
い
で
も
あ
る
。

大
部
分
の
研
究
は
市
場
や
資
本
主
義
の
膨
張
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
重
ね
合
わ
せ
る
が
、
そ
の
説
明
が
あ
ま
り
に
還
元
論
的
で
あ
る
こ

と
は
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
経
済
、
技
術
、
文
化
、
政
治
な
ど
の
変
化
も
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
分
析
は
因
果
関
係
を
精
査
し
、
整
合
的
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
原
因
を
め
ぐ
る
論
争
は
、
か
つ
て
の
近
代
化
論
と
類
似
す
る
議
論
を
蒸
し
返
し
て
い
る
観
が
見
受
け

ら
れ
る
。
あ
る
人
々
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
西
洋
化
の
世
界
規
模
大
に
向
か
っ
て
の
普
遍
現
象
で
あ
る
、
と
単
純
に
見
な
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
は
西
洋
化
（w

esternization

）
の
こ
と
で
あ
る
［W

ater, 1995, 106

］。
例
え
ば
、
世
界
シ
ス
テ
ム
論
が
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
西
洋
の
資
本
主
義
と
そ
の
制
度
の
拡
大
と
同
一
視
す
る
の
よ
う
に
で
あ
る
。
対
照
的
に
、
別
の
見
解
は
西
洋
化
と
グ
ロ
ー
バ

ル
化
を
区
別
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
西
洋
化
・
近
代
化
と
同
義
語
に
扱
わ
れ
る
こ
と
に
は
否
定
的
な
説
明
を
行
う
［
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、

一
九
九
七
、一
三
］。
こ
の
論
争
は
基
本
的
な
立
場
の
相
違
を
表
わ
し
て
い
る
。
た
だ
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
西
側
先
進
国
の
勢
力

の
拡
大
と
影
響
と
は
別
物
で
あ
る
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
三
）
時
代
区
分

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
考
え
る
際
に
は
、
歴
史
的
な
根
拠
に
説
明
を
求
め
る
必
要
も
あ
る
。
そ
の
説
明
次
第
で
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

特
徴
が
明
確
に
な
る
か
否
か
が
は
っ
き
り
す
る
。
例
え
ば
、「
現
代
」
と
述
べ
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
該
当
す
る
時
代
を
、
二
〇
世

紀
の
時
代
、
第
二
次
世
界
戦
後
の
時
代
、
一
九
七
〇
年
代
以
後
の
時
代
、
と
時
代
ご
と
に
区
別
す
る
か
否
か
を
考
え
る
か
に
よ
っ
て
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
観
の
相
違
は
生
じ
て
い
る
。
も
っ
と
も
そ
こ
ま
で
区
切
る
と
、
大
き
な
流
れ
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
変
遷
を
と
ら
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

最
近
の
世
界
シ
ス
テ
ム
や
文
明
の
相
互
作
用
と
い
っ
た
研
究
［
田
中
、
一
九
九
六
年
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
一
九
九
八
年
］
は
、
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
現
代
的
な
現
象
と
み
な
す
見
解
に
疑
問
を
表
明
し
て
い
る
。
中
世
の
世
界
宗
教
や
交
易
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
が
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
見
な
せ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
は
長
い
歴
史
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
よ
う
な
理
解
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
分
析
す
る
際
に
役
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立
つ
、
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
れ
は
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
特
徴
を
説
明
す
る
に
は
、
近
代
や
現
代
と
い
う
時
代
の
枠
組
み
か
ら
い
っ

た
ん
離
れ
て
共
通
要
素
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
段
階
や
形
態
を
比
較
す
る
分
析
枠
組
み
を
現
時
点
で
な
く
、

数
十
年
以
上
、
数
世
紀
の
時
間
の
単
位
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

（
四
）
イ
ン
パ
ク
ト

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
民
国
家
の
象
徴
的
な
存
在
で
あ
る
社
会
民
主
主
義
的
な
志
向
や
そ
の
具
体
的

な
形
態
で
あ
る
福
祉
国
家
を
衰
退
さ
せ
て
き
た
、
と
言
わ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
と
い
う
圧
力
は
、
国
民
国
家
政
府
に
社
会
支
出
と

市
場
介
入
を
減
ら
す
こ
と
を
強
い
る
。
戦
後
、
先
進
国
の
合
意
事
項
で
あ
る
福
祉
国
家
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
イ
ン
パ
ク
ト
に
ど
の
よ
う

な
影
響
を
及
ぼ
す
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
政
府
へ
の
財
政
規
律
を
課
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
も
た
ら
す
決
定
的
な
課
題
と
な
る
。
そ
の
こ
と

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
福
祉
国
家
の
基
礎
で
あ
る
「
社
会
協
定
」
を
取
り
除
き
、
か
つ
社
会
民
主
主
義
的
な
政
策
を
抑
制
し
て
い

き
た
。
現
政
権
の
方
針
・
施
策
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
別
と
し
て
、
西
側
諸
国
に
は
経
済
と
福
祉
と
の
密
接
な
関
係
が
存
在
し
、
否
応
な

く
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
か
ら
影
響
を
受
け
る
、
と
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
者
は
力
説
す
る
。

し
か
し
、
世
界
経
済
の
イ
ン
パ
ク
ト
が
各
国
に
均
等
に
影
響
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
経
済
政
策
に
お
い
て
国
民

国
家
を
効
果
的
に
「
機
能
」
さ
せ
る
か
ど
う
か
。
国
内
の
制
度
、
構
造
、
国
家
戦
略
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
観
点
か
ら
の
国
別
序
列
に
お
い

て
、
国
家
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
社
会
的
、
政
治
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
い
か
な
る
も
の
か
が
理
解
で

き
る
。
国
家
と
国
民
は
、
あ
る
意
味
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
対
決
し
抵
抗
し
て
き
た
。
い
わ
ば
、
国
民
経
済
と
民
族
共
同
体
は
管
理
、

競
争
、
抵
抗
の
主
体
と
な
る
結
果
、
そ
の
重
要
性
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
国
民

経
済
と
民
族
共
同
体
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
き
た
の
か
調
査
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
［Palier and Sykes

，2001

］。
簡
単
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に
脱
福
祉
国
家
化
し
た
と
述
べ
る
こ
と
は
可
能
で
な
い
。

（
五
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
軌
道

三
つ
の
理
論
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
特
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
方
向
性
を
主
張
し
て
い
る
。
各
理
論
は

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
全
体
像
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
歴
史
過
程
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
明
ら
か
に
で
き
る
。
こ

の
点
で
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
は
完
全
な
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
合
過
程
の
立
場
を
代
表
す
る
。
そ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
合
を
直
線
的
な
歴

史
発
展
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
人
間
の
進
歩
の
ス
ム
ー
ス
な
展
開
を
も
っ
て
、
様
々
な
障
害
を
取
り
除
く
は
ず
で
あ

る
。
い
わ
ば
、
楽
観
的
に
未
来
を
描
い
て
い
る
。
対
照
的
に
、
懐
疑
論
は
現
在
説
明
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
依

存
の
歴
史
的
な
「
黄
金
時
代
」
と
比
べ
て
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
新
し
い
現
象
で
な
い
と
評
価
す
る
。

変
容
論
は
二
つ
の
歴
史
的
変
化
モ
デ
ル
の
い
ず
れ
に
も
与
し
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
変
容
論
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
動
・
変
容
や
非
連

続
性
に
よ
っ
て
時
代
を
区
切
る
歴
史
を
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
変
容
論
に
よ
れ
ば
、
歴
史
の
「
偶
然
性
」
に
力
点
が
置
か
れ
、
ど
の
よ

う
に
時
代
の
変
化
が
特
定
の
歴
史
条
件
と
社
会
的
諸
力
と
に
結
び
つ
く
か
に
焦
点
を
置
い
て
い
る
。
変
容
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程
を

偶
然
と
矛
盾
と
が
混
在
し
た
も
の
と
説
明
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
は
対
立
と
調
和
、
統
合
と
分
裂
、
敵
対
と
協
調
、
普
遍
化
と
特
殊

化
が
共
存
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
軌
道
は
非
決
定
論
的
で
あ
り
、
か
つ
不
確
実
で
あ
る
。

現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
争
を
超
え
た
分
析
枠
組
み
が
構
築
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
は
満
足
で
き
る
説
明
が
提
示
さ
れ

な
い
以
上
、
再
度
、
個
々
の
挙
げ
た
五
つ
の
視
点
を
も
う
一
度
考
え
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
一
貫
性
の
あ
る
説
明
、
因
果
関
係

の
論
理
的
な
解
釈
、
時
代
の
明
確
な
区
分
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
内
容
と
分
類
、
そ
れ
に
過
去
・
現
在
・
未
来
の
軌
道
の
説
明
、
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
説
明
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
論
化
や
モ
デ
ル
化
は
構
築
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
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六　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
分
析
枠
組
み
の
確
認

（
一
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
構
成
要
因

極
め
て
単
純
化
し
て
述
べ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
地
球
大
で
の
諸
関
係
の
連
結
の
拡
大
、
深
化
、
加
速
を
意
味
す
る
［H

eld 

and M
cGrew

, 1999, 14-16

］。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
程
度
の
定
義
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
概
念
を
理
解
す
る
際
、
こ

れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
ま
ず
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
」
の
検
討
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
相
互
依
存
の
促
進

（accelerating interdependence

）、
遠
隔
地
で
の
活
動
（action at location

）
に
よ
る
影
響
、
時
間
・
空
間
の
短
縮
（tim

e-space 

com
pression

）
と
い
っ
た
議
論
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

相
互
依
存
と
は
、「
あ
る
国
家
の
経
済
や
社
会
に
お
い
て
、
そ
の
発
展
が
他
国
に
直
接
的
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
に
、
国
際

的
な
関
係
の
集
中
度
で
理
解
さ
れ
る
」
こ
と
で
あ
る
。
遠
隔
地
の
活
動
と
は
、「
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
条
件
で
あ
れ
ば
、
社
会
内

で
の
そ
れ
ぞ
れ
の
代
理
人
（
個
人
、
集
団
、
企
業
な
ど
）
の
活
動
が
遠
隔
地
に
い
る
代
理
人
の
そ
れ
の
た
め
に
、
意
図
的
で
あ
ろ
う
と

な
か
ろ
う
と
影
響
を
も
た
ら
す
よ
う
に
な
る
こ
と
」
で
あ
る
。
時
間
・
空
間
の
短
縮
と
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
地
理
的
距
離
や
時
間

を
短
縮
す
る
方
法
を
説
明
し
、
簡
便
・
迅
速
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
世
界
で
は
、
距
離
と
時
間
は
人
間
の
組
織
や
相
互
作

用
に
は
か
つ
て
ほ
ど
の
制
約
や
束
縛
と
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
視
点
を
絶
対
視
し
て
は
な
ら
な
い
（４）
。

一
方
で
、
国
家
に
基
づ
い
て
組
織
さ
れ
た
社
会
と
経
済
の
関
係
の
地
域
単
位
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
る
。
他
方
で
、
地
域
と
グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
結
び
つ
い
て
社
会
と
経
済
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
あ
る
。
国
家
は
地
域
や
社
会
の
地
理
的
、
機
能
的
な
集
ま
り
で
あ
り
、
そ
の

集
ま
り
が
人
々
の
間
で
共
有
さ
れ
る
と
文
化
、
宗
教
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
、
経
済
な
ど
の
特
徴
と
「
外
界
」
と
の
関
係
で
適
度
に
パ
タ
ー

ン
化
し
た
相
互
作
用
で
一
体
化
で
き
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
地
域
間
や
大
陸
間
を
横
断
す
る
人
間
活
動
の
拡
大
に
よ
っ
て
変
化
す
る
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時
間
・
空
間
の
過
程
の
中
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
く
る
。

確
か
に
そ
の
よ
う
に
抽
象
的
な
定
義
は
簡
単
だ
が
、
実
際
に
は
私
た
ち
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
明
確
で

一
貫
し
た
姿
を
目
前
に
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
私
た
ち
は
、
具
体
的
に
経
験
す
る
事
象
の
背
後
に
社
会

的
、
政
治
的
、
経
済
的
、
文
化
的
な
内
容
と
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
拡
が
り
が
含
ま
れ
て
い
る
、
と
理
解

す
る
と
き
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
感
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
時
々
に
世
界
の
様
々
な
地
域
で
の
出

来
事
、
決
定
、
活
動
が
地
球
上
の
ま
っ
た
く
遠
い
地
域
の
個
人
や
共
同
体
に
と
っ
て
重
要
と
な
る
。
こ

の
意
味
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
超
地
域
的
連
結
、
社
会
活
動
と
権
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範
囲
の

拡
大
、
地
理
や
距
離
と
い
う
条
件
に
拘
束
さ
れ
な
い
人
間
活
動
の
可
能
性
を
見
出
す
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
だ
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
社
会
と
国
家
を
超
え
る
相
互
作
用
と
フ
ロ
ー
の
再
調
整
を
要
求
し

て
い
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
の
拡
大
と
集
中
は
、
交
通
手
段
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
、
思
想
、
情
報
、

資
本
な
ど
に
存
在
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拡
散
の
速
度
が
強
ま
る
に
つ
れ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
作
用

と
そ
の
過
程
を
さ
ら
に
拡
大
す
る
。
国
内
問
題
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
出
来
事
と
の
区
別
は
ま
す
ま
す
あ
い

ま
い
に
な
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
考
え
る
場
合
、
表
２
に
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
八
要
因
を
二
つ
に
大
別
し

て
理
解
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
①
か
ら
④
の
時
間
と
空
間
に
該
当
す
る
拡
大
・
拡
張
（extensity, 

stretching

）、
集
中
（intensity

）、
速
度
（velocity

）、
イ
ン
パ
ク
ト
（im

pact

）
を
念
頭
に
置
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
四
要
因
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
「
時
間
・
空
間
的
」
次
元
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

「時間・空間的」次元 「組織的」次元

①グローバル・ネットワークの拡張度
②グローバルな連結の集中度
③グローバル・フローの速度
④グローバルな連結のインパクト

⑤グローバル化の下部構造
⑥グローバル・ネットワークの制度化と権力の実践
⑦グローバルな階層化パターン
⑧グローバルな相互作用の様式

出典、Held and McGrew, 1999 を一部修正。

表２、グローバル化の 2 次元を構成する 8 要因
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
拡
大
、
集
中
、
速
度
、
イ
ン
パ
ク
ト
の
状
況
で
評
価
さ
れ
る
社
会
的
な
関
係
や
、
交
流
す
る
空
間
の
中
で
変
容
を

具
体
化
す
る
過
程
（
ま
た
は
諸
過
程
の
セ
ッ
ト
）
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
大
陸
間
や
地
域
間
の
活
動
、
相
互
作
用
、
権
力
の
フ
ロ
ー
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
み
出
す
。
フ
ロ
ー
は
「
時
間
と
空
間
を
超
え
た
人
工
物
、人
々
、シ
ン
ボ
ル
、象
徴
、情
報
の
動
き
」
を
意
味
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
⑤
か
ら
⑧
ま
で
の
下
部
構
造
、
制
度
と
権
力
の
実
践
、
階
層
化
、
相
互
作
用
の
様
式
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
「
組
織
的
」

次
元
と
呼
ん
で
お
こ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
「
独
立
し
た
機
関
、
活
動
中
心
点
、
権
力
の
場
の
相
互
作
用
」
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
単
な
る
社
会
発

展
と
は
見
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、「
地
元
化
（localization

）」「
国
家
（
民
）
化
（nationalization

）」「
地
域
化

（regionalization

）」「
国
際
化
（internationalization

）」
と
呼
ば
れ
る
空
間
的
、
地
理
的
な
過
程
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
分
け
て
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
は
権
力
が
絡
ん
で
く
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
論
争
に
関
わ
ら
ず
、
政
府
や
制
度
と
同
様
、
権
力
は
現
代
世
界
で
生
じ
て
い
る
国

際
的
な
過
程
に
お
い
て
有
効
に
機
能
し
て
い
る
。
私
た
ち
は
技
術
的
革
新
の
時
代
に
生
き
て
い
る
け
れ
ど
、
基
本
的
な
変
容
の
た
め

の
証
拠
を
確
認
す
る
に
は
乏
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
変
容
過
程
を
記
述
す
る
目
的
の
大
部
分
は
、
証
拠
よ
り
施
策
に
依
存
し
て
い

る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
過
程
は
現
実
だ
け
で
も
、
革
命
的
変
容
（revolutionary transform

ation

）
よ
り
進
歩
的
変
化
（evolutionary 

change

）
を
表
し
て
い
る
。
二
一
世
紀
初
め
に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
あ
る
達
成
や
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
結
果
で
あ
る
と

い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
過
程
の
ま
ま
に
あ
る
、
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
現
代
の
世
界
状
況
に
お
い
て
、
国
家
の
競
争
者
を
見
れ
ば
、

現
実
的
な
正
統
性
の
た
め
の
基
礎
を
誰
も
提
供
し
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
暴
力
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
問
題
は
、
正
義
の
秩
序
を
達
す

る
際
に
基
本
的
な
問
題
と
し
て
持
続
し
て
い
る
。
国
家
は
安
全
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
福
祉
な
ど
を
供
給
す
る
積
極
的
有
利
さ
を
提
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図２：グローバル化のタイプ

出典、Held and McGrew, Goldblatt & Perraton, 1999, p24,
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供
す
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
問
題
に
対
す
る
解
決
策
を
提
示
で
き
る
［Lentner, 2001, 203

］。

図
２
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、地
元
化
と
は
、「
特
定
の
場
所
に
お
け
る
フ
ロ
ー
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
」
を
意
味
す
る
。
国
家
（
民
）

化
と
は
、「
社
会
的
な
関
係
や
交
流
が
国
境
内
で
発
展
し
た
過
程
」
と
考
え
る
。
地
域
化
と
は
、「
地
理
的
に
特
有
な
位
置
づ
け
と
関
係

な
く
、
二
つ
以
上
の
国
民
国
家
間
の
相
互
作
用
と
連
結
の
パ
タ
ー
ン
」
で
あ
る
。
国
際
化
と
は
、「
超
国
家
的
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
協
調

に
基
づ
い
た
政
治
、
経
済
、
文
化
の
実
践
」
で
あ
り
、
国
家
は
あ
く
ま
で
も
人
工
的
な
産
物
で
あ
り
、
自
然
に
生
成
し
た
構
造
物
で
な

い
と
考
え
る
。
例
え
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
は
、
世
界
経
済
で
の
主
要
な
地
域
間
の
貿
易
と
金
融
の
フ
ロ
ー
を
示
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
こ
の
フ
ロ
ー
は
、
地
元
、
国
家
、
地
域
の
混
在
し
た
中
で
見
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
深
化
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
経
済
的
、
社
会
的
、
物
理
的
な
下
部
構
造
を
創
造
す
る
。
例
え
ば
、
Ｅ
Ｕ
は
貿
易
と
生
産
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

へ
の
障
壁
で
な
く
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
［T

illy, 2002 

］。

（
二
）
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
八
要
因

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
い
て
、
相
互
作
用
の
様
式
に
も
重
要
な
相
違
が
存
在
す
る
。
支
配
的
な
相
互
作
用
タ
イ
プ
（
命
令
、
競
争
、

協
力
、
対
立
）
と
、
そ
れ
に
対
処
す
る
権
力
の
手
段
と
も
異
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
軍
事
手
段
と
経
済
手
段
が
そ
れ
で
あ

る
。
一
九
世
紀
後
半
に
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
現
象
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
れ
は
帝
国
主
義
と
軍
事
力
の
ス
タ
イ

ル
に
見
ら
れ
る
。
し
か
し
現
在
で
は
、
軍
事
力
で
は
な
く
、
経
済
的
な
手
段
、
競
争
、
協
力
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
手
段
と
し
て
採
用
さ

れ
て
い
る
。

懐
疑
論
者
は
、
国
際
的
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
が
新
し
い
現
象
で
は
な
い
、
と
主
張
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
一
括
し
て
扱
う
こ
と

は
、
現
在
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
解
に
は
参
考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
時
代
ご
と
に
異
な
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
が
あ
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っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
時
代
区
分
を
考
慮
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
歴
史
的
に
区
別
す
る
に
は
、
時
代
ご
と
の
特

徴
、
継
続
性
、
相
違
を
考
察
す
る
比
較
史
研
究
の
分
析
枠
組
み
を
必
要
と
す
る
。
つ
ま
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
史
的
形
態
（historical 

form
s of globalization

）
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
体
系
的
な
比
較
史
分
析
の
基
礎
と
な
る
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
は
、
時
代
ご
と
に
見
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
形
態
の
時
間
・
空
間
的
、
組
織
的
な
特
徴
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
的
な
グ

ロ
ー
バ
ル
化
の
形
態
は
、
表
２
に
あ
る
八
つ
の
次
元
で
分
析
さ
れ
る
。
そ
の
八
次
元
よ
る
各
時
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
様
相
を
分
類
で

き
る
［H

eld and M
cGrew

, 1999, 20-26

］。

ま
ず
八
つ
の
要
因
中
、
歴
史
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
形
態
は
、
四
つ
の
「
時
間
・
空
間
的
」
な
要
因
で
比
較
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、

①
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
張
度
、
②
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
の
集
中
度
、
③
グ
ロ
ー
バ
ル
・
フ
ロ
ー
の
速
度
、
④
グ
ロ
ー
バ

ル
な
連
結
の
イ
ン
パ
ク
ト
、
と
い
う
「
効
果
」
で
あ
る
。　

①
か
ら
④
ま
で
の
「
時
間
・
空
間
的
」
要
因
分
析
か
ら
二
つ
の
点
が
明
ら
か
に
な
る
。
第
一
は
変
化
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
洞
察
が

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
は
時
代
ご
と
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
形
態
が
比
較
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
的
な
検
証
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
が
新
し
い
現
象
で
あ
る
と
見
る
べ
き
（
例
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
）」
か
、
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
い
（
例
、
懐
疑
論
）
と
考
え
る
の
か
と

関
連
し
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
「
時
間
・
空
間
的
」
次
元
に
加
え
て
、
さ
ら
に
、
四
つ
の
「
組
織
的
」
要
因
が
加
わ
っ
て
く
る
。
⑤
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
下
部
構
造
（infrastructure

）、
⑥
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
制
度
化
（institutionalization

）
と
権
力
の
実
践
、
⑦

グ
ロ
ー
バ
ル
な
階
層
化
（stratification

）
パ
タ
ー
ン
、
⑧
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互
作
用
の
様
式
（m

ode of interaction

）
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
張
、集
中
、イ
ン
パ
ク
ト
を
配
置
す
る
こ
と
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
フ
ロ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

関
係
を
促
進
す
る
下
部
構
造
の
配
置
に
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
あ
る
種
の
下
部
構
造
的
な
支
え
な
く
て
は
機
能
を
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果
た
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
下
部
構
造
は
、
例
え
ば
交
通
・
輸
送
・
通
信
の
手
段
な
ど
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
領
域
で
下
部
構

造
は
い
ろ
い
ろ
な
組
合
せ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
金
融
分
野
で
は
共
通
ル
ー
ル
、
規
範
、
手
続
き
、
銀
行
業
務
の
決
済
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
整
備
し
て
い
る
。
下
部
構
造
は
一
領
域
に
留
ま
る
こ
と
は
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
下
部

構
造
は
フ
ロ
ー
と
関
係
す
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
部
門
と
連
結
す
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
下
部
構
造
の
変
化
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相

互
作
用
に
は
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
。

ま
た
、
下
部
構
造
は
条
件
次
第
で
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
フ
ロ
ー
、
関
係
、
制
度
化
を
促
進
さ
せ
る
働
き
を
な
す
こ
と
が

あ
る
。
制
度
化
は
相
互
作
用
、
結
果
的
に
は
時
間
と
空
間
を
交
差
し
た
再
生
産
の
調
整
機
能
も
果
た
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
結
合
（
例
、

貿
易
、
金
融
な
ど
）
の
制
度
化
の
条
件
を
考
え
る
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
関
係
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
犯

罪
か
ら
ア
メ
リ
カ
や
国
連
か
ら
の
決
定
ま
で
各
領
域
で
諸
機
関
（
例
、
国
家
、
集
合
体
、
世
帯
、
個
人
）
の
実
践
と
操
作
で
調
整
、
認

識
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
制
度
化
は
歴
史
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
具
体
的
な
形
態
で
も
重
要
な
要
因
を
構
成
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
実
力
行
使
は
社
会
の
代
理
人
、
機
関
、
制
度
が
持
つ
能
力
（capacity

）
次
第
で
あ
り
、
そ
こ
に
あ
る
権
力

は
資
源
の
調
達
・
配
分
の
権
限
と
関
係
す
る
。
権
力
は
あ
ら
ゆ
る
集
団
、
制
度
、
社
会
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
や
、
そ
れ
ら
の
間
で
見
ら

れ
る
普
遍
的
な
現
象
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
お
け
る
権
力
は
諸
要
素
の
相
互
作
用
の
過
程
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る

［Bertson, 2000, 156

］。

権
力
は
代
理
、
機
関
、
制
度
な
ど
ど
こ
に
あ
ろ
う
が
、
孤
立
し
て
存
在
せ
ず
、
他
者
の
行
動
に
様
々
な
形
で
影
響
す
る
。
権
力
は
諸

要
素
が
関
係
す
る
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
権
力
は
単
に
代
理
人
や
機
関
が
何
を
す
る
か
だ
け
で
は
考
え
ら
れ
な

い
。
権
力
は
社
会
構
造
化
し
文
化
的
に
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
た
集
団
行
動
と
組
織
の
実
践
を
形
づ
け
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
組
織
や
制
度

は
メ
ン
バ
ー
の
行
動
を
条
件
づ
け
る
。
組
織
と
制
度
は
行
動
の
中
立
的
な
枠
組
み
を
構
成
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
権
力
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は
組
織
や
制
度
に
保
証
さ
れ
、
決
定
を
下
す
権
利
が
そ
こ
に
位
置
す
る
「
誰
か
」
に
確
保
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
組
織
や
制
度
は

「
支
配
者
」
と
「
被
支
配
者
」、「
統
治
者
」
と
「
被
統
治
者
」
と
い
う
名
称
で
権
力
関
係
を
表
わ
し
て
い
る
。

権
力
と
そ
の
所
在
と
い
う
視
点
で
は
、「
世
界
を
変
容
す
る
人
間
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
超
え
て
操
作
す
る
力
が
存
在
す
る
見
方
が
あ

る
が
、
そ
の
視
点
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
権
力
の
関
係
を
あ
い
ま
い
に
し
て
し
ま
う
。
権
力
の
シ
ス
テ
ム
的
な
属
性
と
い
う
視
点
か
ら
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
理
解
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
シ
ス
テ
ム
の
重
要
な
ア
ク
タ
ー
は
「
誰
で
あ
る
」
の
か
、
ま
た
そ
の
関
係
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
［Berntson, 2000, 106

］。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
階
層
化
と
も
結
び
つ
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
形
態
を
配
列
す
る
際
、
階
層
化
に
は
特
別
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

階
層
化
に
は
社
会
と
空
間
の
両
方
の
要
因
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
は
階
統
制
（hierarchy

）
と
不
均
等
（unevenness

）
が
あ
る
。

階
統
制
は
社
会
と
空
間
の
両
要
因
を
表
し
て
い
る
。
階
統
制
は
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
下
部
構
造
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
下
部
構
造
へ
の
接
近
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
下
部
構
造
の
中
へ
の
取
り
込
み
」
を
意
味
す
る
。
不
均
等
と
は
、「
民
族
、

階
級
、エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
、性
の
ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
や
福
利
に
お
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程
の
均
等
で
な
い
効
果
を
浮
き
彫
り
に
す
る
」。

（
三
）
両
次
元
の
「
効
果
」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る「
効
果
」
の
タ
イ
プ
を
区
別
す
る
た
め
、
決
定
、
制
度
、
分
配
、
構
造
ご
と
に
分
類
し
て
お
こ
う
［H

eld 

and M
cGrew

, 1999, 16-20

］。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
か
ら
の
決
定
に
よ
る「
効
果
」
は
、
政
府
、
企
業
、
集
団
、
世
帯
な
ど
に
直
面
す
る
政
策
選
択
の
コ
ス
ト
と
利
益
が

グ
ロ
ー
バ
ル
な
力
と
条
件
に
影
響
す
る
度
合
い
を
示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
政
策
の
選
択
や
行
動
の
コ
ス
ト
を

高
く
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
し
、
個
人
と
組
織
の
政
策
決
定
を
条
件
づ
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
政
策
決
定
者
や
集
団
の
刺
激
感
応
性
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（sensitivity

）
や
脆
弱
性
（vulnerability

）
に
左
右
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
刺
激
感
応
性
や
脆
弱
性
は
、「
政
策
の
枠
組
み
内
で
の

対
応
の
程
度
を
含
み
、
ど
の
く
ら
い
迅
速
に
一
国
の
変
化
が
他
国
に
影
響
す
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
コ
ス
ト
高
の
影
響
が
大
き
い
か
」

を
意
味
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
は
、
コ
ス
ト
と
利
益
の
観
点
か
ら
政
策
選
好
を
根
本
的
に
変
更
さ
せ
る
場
合
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る「
効
果
」
は
決
定
だ
け
で
理
解
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
政
府
、
企
業
、
世
帯
な
ど
が
直
面

す
る
ア
ジ
ェ
ン
ダ
と
そ
の
選
択
・
実
行
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
条
件
で
設
定
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
変
更
だ
け
を
操
作
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
た
が
っ
て
、
決
定
で
の
イ
ン
パ
ク
ト
は
組
織
的
な
次
元
だ
と
し
て
も
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程
の
結
果
か
ら
考

え
て
効
率
的
な
選
択
や
そ
の
範
囲
に
ま
で
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
に
着
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
内
外
で
の
権
力
と
富
の
分
配
に
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
。
分
配
で
の「
効
果
」
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
社
会
的

諸
勢
力
（
例
、
集
団
、
階
級
、
組
織
）
の
配
置
を
変
更
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
貿
易
の
促
進
は
あ
る
労
働
者
を
窮
乏
化
さ
せ

る
が
、別
の
労
働
者
に
は
繁
栄
を
も
た
ら
す
。
こ
の
関
係
で
は
、あ
る
集
団
や
社
会
は
他
の
集
団
や
社
会
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
「
幸

や
不
幸
」
を
も
た
ら
で
あ
ろ
う
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
制
度
、
社
会
、
文
明
な
ど
の
発
展
を
左
右
し
て
き
た
。
国
家
や
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
る
影
響
に
適
応
し
よ

う
と
試
み
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
各
国
政
府
、
各
種
機
関
、
各
国
国
民
に
よ
る
同
意
、
批
判
、
抵
抗
と
い
う
形
で
意
思
表
明
さ
れ
て

き
て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の「
効
果
」
を
考
え
る
際
に
、
さ
き
の
決
定
・
制
度
・
分
配
・
構
造
と
い
う
四
つ
の
要
因
が
国
家
と
社
会
に
関
連
し

て
い
る
。
決
定
や
制
度
で
の「
効
果
」
は
直
接
的
な
帰
結
に
至
る
。「
効
果
」
は
国
家
が
管
理
す
る
経
済
と
社
会
の
環
境
に
直
接
影
響
し
、

分
配
と
構
造
に
は
間
接
的
な
効
果
を
も
た
ら
す
。
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七　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
論
の
整
理
と
要
約

（
一
）
整
理

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
類
型
を
考
え
る
場
合
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
フ
ロ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
関
係
は
、「
時
間
・
空
間
的
」
次
元
で
あ
る

拡
張
度
（extensity

）、
集
中
度
（intensity

）、
速
度
（velocity

）、
イ
ン
パ
ク
ト
傾
向
（im

pact propensity

）
を
絡
め
て
説
明

さ
れ
る
。
拡
張
度
が
大
き
け
れ
ば
、
地
域
間
・
大
陸
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
フ
ロ
ー
が
制
限
さ
れ
ず
、
拡
張
度
が
小
さ
け
れ
ば
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
交
流
は
特
定
地
域
に
限
定
さ
れ
る
［H
eld and M

cGrew
, 1999, 21-26

］。

図
２
は
様
々
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
タ
イ
プ
を
説
明
す
る
。
図
２
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
タ
イ
プ
に
お
い
て
、
表
２
の
「
時
間
・
空
間
的
」

次
元
①
か
ら
④
ま
で
の
象
限
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
の
様
々
な
タ
イ
プ
を
表
わ
し
て
い
る
。
拡
張
度
、
集
中
度
、
速
度
、
イ
ン
パ

ク
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
を
組
合
せ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
あ
り
方
の
配
置
で
あ
る
。
こ
の
配
置
で
は
、
懐
疑
論
や
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
の
主
張
す

る
経
済
還
元
論
的
な
「
ひ
と
つ
の
世
界
モ
デ
ル
」
を
説
明
で
き
そ
う
に
な
い
。
つ
ま
り
、
高
レ
ベ
ル
の
拡
張
が
様
々
な
集
中
、
速
度
、

イ
ン
パ
ク
ト
と
結
び
つ
い
て
、
多
様
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
あ
る
と
い
う
議
論
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
現
在
と
同
時
に
歴
史

的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
整
理
に
も
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
四
タ
イ
プ
の
配
置
は
、
地
域
間
の
フ
ロ
ー
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
相
互
作
用
の
様
々
な
在
り
方
を
類
型
化
し
て

い
る
。

 ①

タ
イ
プ
一
「
密
度
の
濃
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（thick globalization
）」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
高
拡
張
度
、
高
集
中
度
、
高
速
度
、
高
イ
ン
パ
ク
ト
度
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
範
囲
が
経
済
か
ら
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文
化
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
や
側
面
に
拡
張
し
、
集
中
度
、
速
度
、
イ
ン
パ
ク
ト
も
非
常
に
強
ま
っ
た
「
ひ
と
つ
に
な
っ
た
世
界
」
で

あ
る
。
こ
れ
に
近
い
歴
史
事
例
は
、
懐
疑
論
の
主
張
す
る
一
九
世
紀
後
半
に
見
ら
れ
た
「
帝
国
主
義
時
代
」
に
該
当
す
る
。
こ
れ
が
完

全
に
実
現
す
る
と
す
れ
ば
、
超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
の
予
測
す
る
現
在
か
未
来
の
世
界
で
あ
る
。

 ②

タ
イ
プ
二
「
拡
散
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（diffused globalization

）」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
高
拡
張
度
、
高
集
中
度
、
高
速
度
、
低
イ
ン
パ
ク
ト
度
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
拡
張
度
の
高
ま
り
に
応
じ
て
集
中
度

と
速
度
が
強
ま
る
と
は
い
え
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
低
い
世
界
で
あ
る
。
イ
ン
パ
ク
ト
は
限
定
的
な
効
果
し
か
果
た
せ
な
い
。
こ
の
タ
イ
プ

の
歴
史
的
に
も
将
来
的
に
も
、
こ
の
事
例
は
存
在
し
そ
う
に
な
い
。

 ③

タ
イ
プ
三
「
膨
張
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（expansive globalization

）」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
高
拡
張
度
、
低
集
中
度
、
低
速
度
、
高
イ
ン
パ
ク
ト
度
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
集
中
度
や
速
度
は
低
い
が
、
イ
ン
パ

ク
ト
が
強
く
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
が
拡
大
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ
プ
は
フ
ロ
ー
の
速
度
よ
り
も
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

到
達
度
と
イ
ン
パ
ク
ト
の
強
さ
で
定
義
づ
け
ら
れ
る
。
近
代
初
期
の
西
洋
帝
国
主
義
が
こ
の
タ
イ
プ
に
一
番
近
い
事
例
で
あ
る
。

 ④

タ
イ
プ
四
「
密
度
の
薄
い
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（thin globalization

）」

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
高
拡
張
度
、
低
集
中
度
、
低
速
度
、
低
イ
ン
パ
ク
ト
度
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
集
中
度
、
速
度
、
イ
ン
パ
ク
ト
が
低

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
広
範
囲
に
定
着
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
中
国
・
東
洋
を
結
ぶ
シ
ル
ク
ロ

ー
ド
交
易
を
こ
の
事
例
と
す
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ひ
と
つ
の
条
件
で
も
直
線
的
な
過
程
で
も
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
複
雑
に
諸
現
象
が
絡
み
合
っ
た
過

程
で
あ
る
。
い
わ
ば
、「
複
数
の
権
力
の
所
在
地
（sites of pow

er

）」
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
権
力
の
所
在
地
と
は
、「
権
力
が
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活
動
能
力
を
形
づ
く
る
よ
う
に
操
作
さ
れ
た
相
互
作
用
の
文
脈
や
組
織
的
環
境
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
効
率
的
機
会
、ラ
イ
フ
チ
ャ
ン
ス
、

資
源
基
盤
を
創
造
す
る
し
、
同
時
に
制
約
す
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
ら
は
そ
の
権
力
の
関
係
と
構
造
が
階
統
制
に
よ
っ
て
資
源
を
生
み

出
し
、
権
威
を
強
め
、
物
理
的
強
制
力
の
典
型
で
あ
る
軍
事
組
織
か
ら
成
立
し
て
い
る
。
権
力
の
所
在
地
は
領
域
を
超
え
た
圧
力
や
勢

力
を
生
み
出
し
、
他
の
所
在
地
を
創
造
し
、
制
約
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
相
互
作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
す

る
社
会
関
係
を
組
織
化
す
る
能
力
を
有
し
て
い
る
。
権
力
の
所
在
地
は
他
の
そ
れ
に
は
権
力
の
源
泉
に
も
な
り
う
る
。
例
え
ば
、
中
世

の
教
会
は
本
来
の
宗
教
上
の
資
源
や
権
威
だ
け
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
生
産
や
金
融
に
お
い
て
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
場
で
も
あ

っ
た
。
こ
れ
は
現
在
で
は
多
国
籍
企
業
に
そ
の
事
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

権
力
の
所
在
地
は
、
政
治
、
軍
事
、
経
済
、
文
化
、
技
術
、
労
働
、
移
民
、
環
境
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
に
も
見
ら
れ
る
。
ひ
と
つ

の
領
域
だ
け
に
焦
点
を
絞
り
込
め
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
発
展
を
説
明
す
る
に
は
必
要
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
。
人
間
の
一
連
の
活
動
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
検
証
す
る
必
要
性
、
そ
れ
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ひ
と
つ
の
領
域
か
ら
別

の
領
域
に
ま
で
関
わ
る
こ
と
を
予
測
し
た
り
、
ま
た
は
そ
れ
が
可
能
で
な
い
こ
と
を
認
識
し
た
り
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
ポ
イ
ン
ト
に
な

る
。グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
人
間
の
相
互
作
用
が
様
々
な
領
域
を
交
差
す
る
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
も
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
そ
の
議
論

に
お
い
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
市
場
や
競
争
力
に
関
連
し
た
世
界
経
済
で
考
察
す
る
の
か
、
地
域
や
国
際
社
会
が
統
合
に
向
け
て
変
化
す

る
国
際
シ
ス
テ
ム
に
注
目
す
る
か
の
い
ず
れ
か
の
視
点
が
中
心
を
占
め
て
き
た
。
こ
の
二
項
対
立
的
な
選
別
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
議
論

を
制
約
し
て
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
ひ
と
つ
の
方
向
性
だ
け
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
仮
説
化
で
き
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
存
在
せ
ず
、
様
々

な
方
向
性
が
あ
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
概
念
・
理
論
と
そ
の
実
際
の「
効
果
」
を
説
明
す
る
と
い
う
認
識
が

重
要
で
あ
る
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
概
念
化
へ
の
試
み
は
、
様
々
な
領
域
や
歴
史
に
お
い
て
生
じ
る
変
化
を
含
む
過
程
を
検
証
す
る
こ
と
で
あ
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
、
単
一
の
因
果
関
係
か
ら
の
説
明
よ
り
も
、
過
程
、
要
因
、
個
々
の
因
果
関
係
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

さ
き
に
記
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
タ
イ
プ
が
比
較
史
的
な
分
析
に
お
い
て
明
確
に
さ
れ
る
。

様
々
な
領
域
を
横
断
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
を
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
そ
の

密
度
、
膨
張
、
拡
散
に
基
づ
い
た
結
果
だ
、
と
理
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
以
下
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
何
か
」
を
検
討
し
て
き
た

論
拠
を
要
約
し
て
お
こ
う
［H

eld and M
cGrew

, 1999, 27-28

］。

（
二
）
要
約

①　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
私
た
ち
の
生
活
が
私
た
ち
自
身
か
ら
離
れ
た
場
で
採
用
さ
れ
る
決
定
や
行
動
で
次
第
に
形
成
さ
れ
る
、
相
互

連
結
的
な
関
係
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
国
民
国
家
が
も
は
や
世
界
舞
台
で
独
立
し
た
ア
ク
タ
ー
と
見
な
さ
れ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

し
か
し
、
国
家
が
不
適
切
で
あ
る
の
で
な
く
、
そ
の
役
割
が
変
化
し
、
国
際
競
争
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
指
摘
さ
れ
る
。

②　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
ひ
と
つ
の
条
件
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
複
数
の
過
程
の
組
み
合
わ
せ
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当

然
、
そ
の
こ
と
は
ひ
と
つ
に
な
っ
た
世
界
共
同
体
や
世
界
全
体
を
予
測
す
る
の
で
も
な
い
。
地
域
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
、
相
互
作
用
と

交
換
の
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
過
程
へ
の
国
家
と
社
会
に
あ
る
様
々
な
要
素
が
編
入
す
る
だ

け
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
合
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。

③　

超
国
家
的
な
連
結
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
を
形
成
す
る
共
同
体
、
国
家
、
政
治
制
度
、
非
政
府
組
織
、
多
国
籍
企
業
な
ど
が
絡

み
合
う
、
複
雑
な
関
係
や
そ
の
諸
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
成
立
さ
せ
、
そ
の
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
重
層
的
、
相
互
作
用
的
で
あ

り
、
地
域
、
国
家
か
ら
共
同
体
、
社
会
集
団
、
世
帯
に
ま
で
強
制
力
を
発
揮
し
、
同
時
に
そ
れ
ら
に
権
限
を
付
与
す
る
構
造
も
創
造
さ
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せ
る
。
こ
の
点
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
シ
ス
テ
ム
を
成
立
さ
せ
る
「
構
造
化
」
の
過
程
と
も
言
い
換
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
さ
ら
に
発
展
す
れ
ば
、
そ
の
構
造
は
明
確
に
な
る
。
た
だ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
不
均
等
に
階
層
化
さ
れ
た
構
造
で

も
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
勝
者
と
敗
者
が
交
替
で
な
く
常
に
変
化
す
る
構
図
が
成
立
す
る
。
そ
の
こ
と
を
成
り
立
た
せ
る
条
件
も
構

造
化
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
構
造
化
と
階
層
化
を
具
体
化
す
る
過
程
で
あ
る
。

④　

グ
ロ
ー
バ
ル
過
程
は
経
済
、
政
治
、
法
、
軍
事
、
環
境
、
文
化
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
取
り
込
ん
で
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
経
済

現
象
と
見
ら
れ
が
ち
だ
が
、
経
済
分
野
だ
け
に
限
定
で
き
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
単
一
の
分
野
で
な
く
、
多
面
的
、
分
化
的
、
複

合
的
な
社
会
現
象
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
と
そ
の
帰
結
を
理
解
し
た
け
れ
ば
、
各
分

野
の
関
連
性
を
精
査
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
い
わ
ば
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
諸
条
件
を
統
合
す
る
過
程
と
も
考
え
ら
れ
る
。

⑤　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
は
政
治
的
境
界
線
（
例
、
国
境
線
）
を
超
越
す
る
こ
と
で
、
社
会
的
、
経
済
的
、
政
治
的
、
文
化
的
な
空
間

か
ら
の
脱
領
土
化
（deterritolization
）
と
再
領
土
化
（reterritolization

）
の
両
方
に
影
響
す
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
動
は
地
球

規
模
に
ま
で
達
す
る
の
で
、
か
え
っ
て
領
土
を
中
心
と
し
た
主
権
国
家
の
意
義
を
低
下
さ
せ
る
。
あ
る
活
動
は
特
定
の
場
所
（
例
、
国

民
国
家
、
特
定
の
地
域
・
地
元
）
に
根
ざ
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ
る
領
土
内
に
固
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
政
治
、
社
会
、

経
済
、
文
化
の
空
間
で
生
じ
て
い
る
現
象
が
、
別
の
地
元
、
国
家
、
地
域
の
空
間
に
お
い
て
再
現
さ
れ
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
促

進
は
領
土
に
拘
束
さ
れ
な
い
（aterritorial

）
性
格
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥　

他
方
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
反
動
と
し
て
、
超
国
家
、
国
内
、
地
域
・
地
元
の
経
済
地
帯
、
統
治
メ
カ
ニ
ズ
ム
、
文
化
複
合
体
の
形

が
か
え
っ
て
社
会
・
経
済
的
活
動
の
再
領
土
化
へ
の
方
向
を
生
み
出
す
か
も
し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
移
民
や
外
国
人
労
働
者
と
い
う
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
再
活
性
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
社
会
の
一
部
で
あ
る
地
元
意
識
と
国
家
に
あ
る
民
族
共

同
体
意
識
を
呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
［
竹
沢
、
二
〇
一
〇
年
、
第
四
章
］
。
近
年
、
も
っ
と
最
小
単
位
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
や
共
同
体
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に
執
着
す
る
動
き
が
出
て
い
る
。
そ
れ
は
全
世
界
的
な
風
潮
と
し
て
「
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
復
活
（survival of ethnicity

）
」
で
表

現
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ス
ク
、
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
な
ど
に
見
ら
れ
る
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の

勃
興
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
政
治
と
経
済
の
権
力
の
観
点
か
ら
脱
領
土
化
と
再
領
土
化
と
い
う
一
見
矛
盾

し
た
両
面
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。

⑦　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
関
心
は
、
そ
の
権
力
が
ど
れ
ほ
ど
組
織
、
実
行
、
膨
張
で
き
る
か
と
い
う
規
模
に
向
け
ら
れ
る
。
そ

れ
は
権
力
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
回
路
の
空
間
的
拡
大
を
意
味
す
る
。
実
際
に
、
権
力
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
現
象
の
様
相
を
帯
び
て
い
る
こ

と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
・
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
決
定
、
行
動
、
不
作
為
を
通
じ
て
の
権
力
の
実
行
は
、
別
の
国

家
、
共
同
体
、
世
帯
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
権
力
関
係
は
グ
ロ
ー
バ
ル
過
程
に
浸
透
し
て
い
る
。
実
際
に
、
権
力
関
係
の
拡
大

は
、
そ
こ
か
ら
影
響
を
被
る
人
々
と
遠
く
の
権
力
の
所
在
地
と
の
関
係
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
あ
る
場
所
で
の
金
融
不
安
が
世
界

の
各
地
に
短
時
間
で
伝
搬
す
る
。
こ
の
点
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
経
済
面
だ
け
で
な
く
、
す
べ
て
の
面
で
の
地
球
規
模
の
権
力
関
係

の
再
構
造
化
を
進
行
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
点
で
経
済
と
政
治
の
関
係
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
引
き
起
こ
し
た
現
象
に
お
い
て
密
接
な
つ
な

が
り
が
あ
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
各
国
政
府
や
国
際
機
関
な
ど
が
そ
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に
反
応
す
る
と
同
時
に
対
抗
、
抵
抗
す

る
。

⑧　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
格
差
・
不
平
等
を
生
じ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
階
層
化
・
階
統
制
化
は
権
力
の
所
在
地
へ
の
接
近
の
機
会
を
い
か

に
可
能
に
す
る
か
、
を
表
現
し
て
い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ロ
ン
ド
ン
、
東
京
な
ど
の
大
都
市
に
住
む
、
政
治
と
経
済
の
エ
リ
ー
ト

は
、
ガ
ー
ナ
の
農
民
よ
り
も
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
心
地
近
く
に
生
活
し
、
当
然
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
権
力
機
構
を
使
う
機

会
が
あ
る
可
能
性
を
保
証
さ
れ
て
い
る
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
そ
の
意
味
・
意
義
を
明
確
に
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
特
に
相
互
依
存
、
統
合
、
普
遍
性
、
収
斂
の
よ
う
な
概

念
を
用
い
る
た
め
に
、
一
見
客
観
的
な
様
相
を
帯
び
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
態
を
「
机
上
の
理
（
空
）
論
」
の
扱
い
に
し
て
し
ま

う
危
険
性
に
は
注
意
を
要
す
る
。相
互
依
存
の
概
念
は
社
会
と
政
治
の
ア
ク
タ
ー
間
の
均
整
の
取
れ
た
権
力
関
係
を
前
提
と
す
る
の
で
、

当
事
者
に
と
っ
て
ガ
バ
ナ
ン
ス
能
力
を
共
有
す
る
と
い
う
前
提
を
含
ん
で
い
る
。
世
界
を
ひ
と
つ
の
社
会
や
共
同
体
と
安
易
に
考
え
る

な
ら
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
用
語
は
随
分
い
い
加
減
な
概
念
と
な
っ
て
し
ま
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
不
可
避
の
「
普
遍
性
」
を
帯

び
る
こ
と
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
「
普
遍
の
も
の
」
と
必
ず
し
も
同
義
語
で
は
あ
り
え
な
い
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
点
も
留
意
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結
は
、
同
じ
程
度
と
方
法
で
す
べ
て
の
人
々
や
共
同
体
に
体
験
さ
れ
る
こ
と
で
は
あ
り
え
な
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
同
質
や
調
和
を
前
提
と
し
な
い
の
で
、
収
斂
と
は
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
反
対
に
増
加
す
る
一
方
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
連
結

は
協
調
よ
り
激
烈
な
対
立
や
衡
突
を
引
き
出
す
源
泉
と
な
り
、
そ
れ
が
構
造
化
す
る
こ
と
も
充
分
考
え
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
す
で
に

そ
う
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
こ
と
は
自
ら
が
積
極
的
に
関
わ
れ
な
い
人
々
に
は
不
安
と
恐
怖
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
の
結
果
、

剥
き
出
し
の
敵
意
だ
け
を
世
界
に
ば
ら
撒
く
結
果
と
な
る
で
あ
ろ
う
［
ス
テ
ィ
ン
グ
リ
ッ
ツ
、
二
〇
〇
二
、二
〇
〇
六
年
参
照
］。

む
す
び　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
政
治
共
同
体
の
変
容

国
家
の
役
割
と
機
能
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
地
域
化
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
シ
ス
テ
ム
の
交
点
に
お
い
て
再
明
確
化
、
再
編
成
、
再

統
合
さ
れ
る
の
で
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
権
力
の
変
容
と
関
係
す
る
［H

eld and M
cGrew

, 2001, 326-329

］。
国
家
権

力
が
喪
失
、
縮
小
、
浸
食
を
一
方
的
に
被
っ
て
い
る
と
認
識
す
る
こ
と
は
誤
解
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
経
済
領
域
で
国
家
＝
市
場

関
係
の
あ
り
方
を
変
更
さ
せ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
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経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
権
力
を
縮
小
し
た
り
し
な
い
。
む
し
ろ
、
国
家
権
力
の
変
更
を
も
っ
と
考
慮
す
る
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。
環
境
保
護
の
よ
う
な
分
野
で
は
、
国
家
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
統
治
の
成
長
と
制
度
化
の
中
心
で
あ
る
趨
勢
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、

よ
り
積
極
的
な
推
進
役
と
な
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
国
家
の
権
力
の
弱
体
化
と
膨
張
が
見
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
変

化
の
底
流
に
あ
る
構
造
的
な
変
容
の
徴
候
を
見
て
取
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
多
様
に
変
化
を
及
ぼ
す「
効
果
」
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
相
互

作
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
密
に
な
る
中
で
場
所
を
超
え
て
伝
わ
っ
て
ゆ
く
。
た
だ
、
国
家
主
権
と
自
律
性
が
喪
失
す
る
か
ど
う
か
の
点

は
明
ら
か
で
な
い
。
国
民
国
家
が
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
衰
退
す
る
理
論
的
、
経
験
的
な
主
張
に
は
疑
問
を
呈
す
る
理
由
が

存
在
す
る
。

国
家
の
主
権
も
自
律
性
も
グ
ロ
ー
バ
ル
過
程
に
よ
っ
て
削
減
さ
れ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
国
家
は
同
一
条
件
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
過
程

を
経
験
し
な
い
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
累
積
的
な
衝
撃
の
評
価
は
文
化
的
な
側
面
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
グ
ロ

ー
バ
ル
化
は
均
質
的
な
力
を
発
揮
す
る
わ
け
で
な
い
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
衝
撃
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
意
味
で
政
治
的
、
軍
事
的
、
経
済

的
な
階
統
制
秩
序
に
お
い
て
自
国
の
位
置
づ
け
に
よ
っ
て
大
き
さ
が
異
な
っ
て
く
る
。
国
内
の
経
済
政
策
の
構
造
、
そ
れ
に
国
内
政
治

の
制
度
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
競
争
、
管
理
、
改
善
を
企
図
す
る
各
国
政
府
が
採
用
す
る
戦
術
の
結
果
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
。

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
政
治
へ
の
新
た
な
制
約
、
国
家
権
力
の
浸
食
を
も
た
ら
す
と
考
え
る
が
、
変
容
論
は
そ
の
よ

う
な
政
治
的
運
命
論
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
確
か
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
重
要
な
政
治
的
な
変
動
を
引
き
起
こ
す
で
あ
ろ
う
。
グ
ロ
ー

バ
ル
化
は
国
家
の
管
轄
範
囲
を
超
越
す
る
政
治
的
な
動
員
、
政
策
決
定
、
定
期
的
な
活
動
を
制
度
化
し
た
「
舞
台
」
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
提
供
、成
長
さ
せ
て
き
た
。
こ
れ
が
政
治
活
動
と
政
治
的
権
威
を
実
践
す
る
能
力
と
範
囲
を
拡
大
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

超
グ
ロ
ー
バ
ル
論
と
懐
疑
論
は
実
践
の
た
め
の
能
力
と
範
囲
を
理
解
す
る
適
切
な
概
念
を
準
備
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
グ
ロ
ー
バ

ル
化
は
「
政
治
（
国
家
）
の
終
わ
り
」
を
意
味
し
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、こ
れ
ま
で
の
国
家
の
単
純
な
持
続
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
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経
済
に
関
す
る
決
定
は
、
政
府
で
な
く
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
場
で
そ
の
担
い
手
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
。
資
本
は
国
境
を
越
え
て

移
動
し
、
政
府
の
経
済
管
理
能
力
を
著
し
く
低
下
さ
せ
、
国
家
に
関
係
な
い
絆
を
創
り
出
す
。
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
が
国
民
国
家

を
無
用
な
存
在
に
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
国
家
の
役
割
は
大
き
く
変
化
す
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
国
民
国
家
が
過
去
に
様
々
な

課
題
を
克
服
し
て
き
た
と
も
明
記
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
政
府
や
制
度
同
様
、
国
家
権
力
は
現
代
世
界
で
も
成
立
し
て
い
る
。

政
治
共
同
体
は
変
容
過
程
に
あ
る
。
そ
の
中
に
は
政
治
的
な
争
点
と
課
題
が
あ
る
。
国
内
外
の
問
題
、
国
内
の
争
点
、
国
民
国
家
の

主
権
的
な
関
心
、
そ
れ
ら
が
考
え
る
国
際
的
な
考
察
と
の
間
で
区
別
を
あ
い
ま
い
に
し
て
い
る
。
公
共
政
策
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
過
程
に

お
い
て
、
国
家
の
超
境
界
に
関
わ
る
調
整
と
規
制
の
活
動
で
あ
る
。

超
境
界
現
象
の
増
加
は
「
重
層
的
な
運
命
共
同
体
」
を
創
造
し
、
個
々
の
政
治
共
同
体
の
未
来
へ
の
予
測
が
結
び
つ
く
こ
と
を
意
味

す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
各
国
政
府
は
自
国
民
の
た
め
に
何
が
正
し
い
か
、
適
切
で
あ
る
か
を
決
定
で
き
な
く
な
っ
て
き
た
。

こ
の
展
開
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
明
ら
か
な
事
例
と
な
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｕ
の
発
展
に
お
い
て
、
国
家
の
主
権
と
自
律
性
の
将
来
に
つ
い

て
超
国
家
的
組
織
へ
の
発
展
と
い
う
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
議
論
は
他
地
域
の
諸
国
家
に
と
っ
て
も
次
々
と
出
現
す
る
課
題
と

認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
議
論
は
多
種
多
様
で
あ
る
。
例
え
ば
、
エ
イ
ズ
、
移
民
、
外
国
人
労
働
者
、
平
和
へ
の
新
し
い
挑

戦
、
安
全
保
障
、
経
済
繁
栄
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
超
え
て
出
現
す
る
。
近
い
将
来
、
東
ア
ジ
ア
地
域
内
で

も
共
通
問
題
を
生
み
出
す
重
層
的
な
共
同
体
を
必
要
と
す
る
。
今
日
、
政
治
共
同
体
は
も
は
や
個
々
に
切
り
離
さ
れ
た
「
世
界
」
を
構

成
で
き
な
く
な
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
秩
序
で
増
加
す
る
超
国
境
的
な
議
論
は
、
地
球
上
の
様
々
な
場
所
で
の
各
共
同
体
の
運
命
を
直

接
的
、
間
接
的
に
結
び
付
け
る
多
数
の
、
異
質
な
、
重
層
的
な
集
合
体
を
創
造
す
る
で
あ
ろ
う
。

再
度
繰
り
返
し
確
認
す
る
と
、
現
代
世
界
は
相
互
に
浸
透
で
き
な
い
、「
閉
ざ
さ
れ
た
共
同
体
が
単
に
集
積
し
た
だ
け
の
世
界
」
で

は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
領
土
を
前
提
と
す
る
政
治
共
同
体
が
旧
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
も
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
、
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地
域
的
な
、
超
国
家
的
な
運
命
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
結
合
、
連
帯
が
国
家
を
超
え
た
共
同
体
で
構
成
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
現
在
の
政
治
共
同
体
は
境
界
を
な
く
す
（ruptured boundary

）
世
界
に
適
合
す
る
よ
う
に
変
容
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ

て
い
る
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
つ
い
て
の
論
争
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
支
持
者
は
繁
栄
と
技
術
進
歩
が
予
測
で
き
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
反
対

者
は
資
本
主
義
の
持
つ
不
平
等
の
拡
大
、ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
喪
失
に
警
告
を
発
す
る［
ジ
ョ
ー
ジ  

ｖ
ｓ
．
ウ
ル
フ
、二
〇
〇
二
年
］。

し
か
し
、
こ
の
二
者
択
一
的
議
論
に
は
た
し
て
意
味
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
完
全
否
定
し
な
い
限
り
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
を
ど
の
よ
う
に
現
世
界
が
受
け
入
れ
る
か
の
議
論
が
重
要
性
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

注（
１
） 　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
理
論
は
論
争
的
な
概
念
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
論
争
に
参
加
す
る
多
く
の
論
者
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
解
、
あ
る
い
は
理
論

的
洞
察
を
提
示
し
て
き
た
。
確
か
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
べ
て
に
通
用
す
る
「
万
能
薬
」
の
よ
う
な
概
念
・
理
論
は
不
在
で
あ
る
。
し
か
し
、

重
要
な
の
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
理
論
の
ひ
と
つ
、
複
数
の
形
態
が
存
在
す
る
思
想
が
論
争
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
現
代
世
界
を
理
解
す
る
説
明
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
か
ら
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
用
語
が
記
述
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
た
め
に
そ

の
理
解
は
む
ず
か
し
く
な
る
。
こ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
社
会
過
程
か
ら
地
理
的
拡
張
し
た
も
の
か
、
そ
れ
と
も
世
界
規
模
の
社
会
関
係
の
い
ず

れ
か
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
理
論
は
、
現
在
の
経
済
に
お
い
て
、
世
界
規
模
の
社
会
関
係
が
ど
の
よ
う
に
、
な
ぜ

生
じ
る
の
か
の
説
明
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
説
明
で
は
、
こ
の
用
語
が
強
調
す
る
現
象
が
現
代
世
界
の
顕
著
な
特
徴
に
な
る
理
由
を
明

か
す
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
よ
り
基
本
的
な
社
会
理
論
に
依
拠
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。

た
だ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
理
論
を
現
代
世
界
と
連
関
す
る
説
明
を
可
能
と
す
る
他
の
社
会
過
程
と
区
別
し
な
い
限
り
、
批
判
は
続
出
す
る
。
グ

ロ
ー
バ
ル
化
理
論
を
発
展
さ
せ
る
試
み
は
、
社
会
学
、
政
治
学
、
地
理
学
、
国
際
関
係
論
な
ど
を
交
差
し
て
、
様
々
な
理
論
を
一
体
化
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
い
く
つ
か
の
点
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
一
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
時
間
・
空
間
の
距
離
の
過
程
に
位
置
し
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
そ
の
特
徴
と
し
て
、
時
間
と
空
間
を
交
差
し
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て
社
会
関
係
を
伸
張
さ
せ
る
。

第
二
に
「
高
度
な
近
代
化
（high m

odernity

）」
の
結
果
と
し
て
、
個
々
の
経
験
と
の
関
係
で
制
度
と
組
織
の
変
容
が
現
代
の
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
理
論
化
と
し
て
提
案
さ
れ
る
。
変
容
す
る
制
度
や
組
織
の
性
格
は
世
界
中
で
親
密
さ
・
信
頼
・
リ
ス
ク
の
新
形
態
を
生
み
出
し
て
い
る
。

第
三
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
理
論
化
は
、
何
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
る
か
を
理
解
す
る
た
め
の
中
心
的
な
説
明
要
因
と
し
て
資
本
主
義
の
発
展

的
性
格
を
位
置
づ
け
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
二
つ
の
疑
問
が
生
じ
る
。
第
一
に
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
以
前
の
社
会
変
容
の
持
続
と
深
化
で
あ
る
な
ら
、
新
た
な
理
論
的

枠
組
み
と
概
念
を
使
用
す
る
の
に
抵
抗
を
感
じ
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
理
論
を
展
開
す
る
認
識
論
的
な
正
統
性
が
存
在
し
な
い
。
第
二
に
幅

広
い
概
念
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
使
用
さ
れ
る
の
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
理
論
は
ひ
と
つ
に
統
合
さ
れ
た
理
論
的
枠
組
み
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を

記
述
す
る
用
語
と
し
て
使
用
で
き
る
か
ど
う
か
。
こ
の
こ
と
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ひ
と
つ
の
現
象
に
還
元
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
疑
問
に
戻
っ
て

問
い
直
す
こ
と
に
な
る
［Jones, 2006, 114-115

］。

（
２
）  　
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
自
国
経
済
は
ど
う
な
る
か（
二
〇
〇
一
年
）」の
集
計
結
果
で
は
、第
一
位
カ
タ
ー
ル
は「
悪
く
な
る
」一
一
％
、「
良
く
な
る
」

八
八
％
、
第
二
位
中
国
は
一
〇
％
、
八
三
％
、
第
三
位
オ
ラ
ン
ダ
は
二
六
％
、
七
五
％
。
第
二
一
位
の
日
本
は
四
三
％
、
四
〇
％
。

（
３
）　

こ
の
こ
と
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
の
「
南
北
問
題
」
や
「
中
心
と
周
辺
」
と
い
っ
た
議
論
と
同
じ
で
あ
る
。

（
４
） 　

地
政
学
的
条
件
は
重
要
で
あ
る
。
現
在
、
交
通
・
通
信
手
段
が
高
度
に
発
達
し
た
と
は
い
え
、
地
政
学
的
発
想
の
持
つ
意
義
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
。［cf ., Spykm

an, 1943

］。
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一
九
九
九
年

ケ
ネ
デ
ィ
、
Ｐ
、
鈴
木
主
税
訳
『
二
一
世
紀
の
難
問
に
備
え
て　

上
・
下
巻
』
草
思
社
、
一
九
九
三
年

コ
ヘ
イ
ン
、
ナ
イ
「
序
論　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
実
態
」、
ナ
イ
、
ド
ナ
ヒ
ュ
ー
、
二
〇
〇
四
年

ジ
ョ
ー
ジ
、
Ｓ  

ｖ
ｓ
．
ウ
ル
フ
、
Ｍ
、
杉
村
高
昭
訳
、『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

賛
成　

反
対
』
作
品
社
、
二
〇
〇
二
年

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
Ｊ
・
Ｅ
、
鈴
木
主
税
訳
『
世
界
を
不
幸
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
正
体
』
徳
間
書
店
、
二
〇
〇
二
年

ス
テ
ィ
グ
リ
ッ
ツ
、
Ｊ
・
Ｅ
、
楡
井
浩
一
訳
『
世
界
に
格
差
を
バ
ラ
撒
い
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
を
正
す
』
徳
間
書
店
、
二
〇
〇
六
年

田
中 

明
彦
『
新
し
い
「
中
世
」　

︱　

二
一
世
紀
の
世
界
シ
ス
テ
ム
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
六
年　

ド
ラ
ッ
カ
ー
、
Ｐ
・
Ｆ
、「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
と
国
民
国
家
」『
中
央
公
論
』
一
九
九
七
年
一
一
月

ナ
イ
、
Ｊ
・
Ｓ
、
Ｊ
・
Ｄ
・
ド
ナ
ヒ
ュ
ー
、
嶋
本
恵
美
訳
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
世
界
は
ど
う
変
わ
る
か　

︱　

ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
挑
戦
と
展
望
』
英
治

出
版
株
式
会
社
、
二
〇
〇
四
年

竹
沢
尚
一
郎
『
社
会
と
は
何
か　

シ
ス
テ
ム
か
ら
プ
ロ
セ
ス
へ
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
〇
年
。

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
Ｓ
、
鈴
木
主
税
訳
『
文
明
の
衝
突
』
集
英
社
、
一
九
九
八
年

古
田
雅
雄
「
ポ
ス
ト
冷
戦
時
代
の
新
世
界
秩
序
の
行
方　

︱　

安
全
保
障
政
策
か
ら
見
た
国
際
政
治
の
現
況
の
理
解
に
む
け
て　

︱　

」『
奈
良
法
学

会
雑
誌
』
第
一
九
巻
第
一
・
二
号
、
二
〇
〇
六
年　

古
田
雅
雄
「
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
民
国
家
形
成
論　

︱　

Ｓ
・
ロ
ッ
カ
ン
・
モ
デ
ル
を
参
考
に　

︱　

」『
奈
良
法
学
会
雑
誌
』
第
二
一
巻
一
・
二
号
、

二
〇
〇
八
年

水
野
和
夫
『
人
々
は
な
ぜ
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
の
本
質
を
見
誤
る
の
か
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年　
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『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル　

ド
キ
ュ
メ
ン
ト　

世
界
は
ど
こ
へ
向
か
う
の
か
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
二
年

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
Ｒ
．『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

地
球
文
化
の
社
会
理
論
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年


